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１． 図書館評価の取り組み 
2008年6月の図書館法改正により、「図書館は、当該図書館の運

営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき図書館の

運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならな

い。」、「図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民そ

の他の関係者の理解を深めるとともに、これらの者との連携及び協

力の推進に資するため、当該図書館の運営の状況に関する情報を積

極的に提供するよう努めなければならない。」と定められました。  

これは、図書館自身がその運営状況を自己点検し、改善するとと

もに、関係者へ積極的に情報提供を行うことで、地域に貢献できる

開かれた図書館を実現するための取り組みのひとつとして設けたも

のといえます。 
町田市においては、この改正を契機として、図書館サービスの改

善等に資することを目的として、図書館評価に取り組むこととし、

2008年7月に評価方法等を検討するプロジェクトチームを館内に設

置、約９ヶ月の検討の後、2009年3月に検討結果をまとめ、それに

従って 2009 年度事業を対象とする第一回の図書館評価を行いまし

た。 
ここでの評価は、５ヵ年を計画期間とし、その取り組みおよび評

価の推移を５カ年間追うものとなっています。加えて、自己評価の

結果を第三者の目から点検していただくため、「図書館協議会」に外

部評価をお願いしました。 

町田市における図書館評価は、これら自己評価、外部評価をあわ

せたものとして公表しています。 
本評価書も、これを基本に、引き続き2013年度事業を対象として

行ったものです。 
 
 

２． 評価の現状と課題 
一般的に評価には、評価対象別には、政策評価、施策評価、事業

評価があり、評価手法もその目的ごとに、監査（Audit）、評価

（Evaluation）、効果測定（Performance-Measurement）、ベンチ

マーク（Bench-Marks）などがあります。 
現在行っている図書館評価は、事業を対象に、手法としては評価、

効果測定を混在で使用していることになります。 
しかし、評価項目の設定、評価目標水準の妥当性、取り組みの評

価の客観性確保など課題が多く、まだまだ改善の余地があります。

実際、自己点検による評価と外部評価の評価結果の違いには、評価

目標水準が共有されていないことや期待水準が異なることなどが起

因しています。 
また、それらの改善のため評価項目や評価目標水準を差し替える

ことは、5 年間の評価の継続性が担保できないという課題もありま

す。 
 
 
 



３． 今後の方向 
本評価では今年度も継続性を第一原則に置き、自己点検を主眼と

して評価を行い、外部評価を頂きました。 
この手順は、計画最終年となる2013年度事業まで継続してまいり

ました。本年度は最終年度として、2013年度事業評価のほか、5年

間を通した「評価のまとめ」も行っています。 
 
本書をご覧になる皆様には、これらの状況をご理解いただき、忌

憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げます。 
また、2014年度評価からは、「第Ⅱ期評価」として、2013年度に

策定した「図書館事業計画」に基づく事業評価を行ってまいります。 
引き続き、町田市立図書館をよろしくお願いいたします。 

 
2015年1月 

町田市立図書館長 
 尾留川朗  

 
 
 
 
 
 
 
 

評価表の見方、および結果について 
１．評価方法 
図書館業務のうち、特に市民サービスに直接関わる39項目を評価

項目として採り上げ、まず図書館としての自己評価を行いました。

評価項目を５つの大項目と１７の中項目に分類したうえで、項目ご

とに「中期的計画」と「2013年度単年度の取り組み」を設定し、年

度末時点での取組状況を次の評価基準による３段階で評価しました。 
 
 
 
その後、評価の客観性･透明性という観点から、町田市立図書館協

議会（学識経験者・学校関係者・社会教育関係団体代表の10名で構

成）に外部評価をお願いし、図書館協議会としての評価とコメント

をいただきました。 
 
２．評価結果 
図書館の自己評価では、39項目のうちＡが２２、Ｂが１５、Ｃが

２という結果でしたが、図書館協議会による外部評価では、Ａが２

０、Ｂが１４、Ｃが５ということで、自己評価に対して２項目でプ

ラスの評価、７項目でマイナス評価になる結果となりました。 
個々の評価内容につきましては、協議会としての詳細なコメント

が附されていますので、評価シートをご参照いただきたいと思いま

す。 

Ａ・・・計画通り実施し、一定の成果があった。 
Ｂ・・・概ね計画通りだが、不十分な点や今後の課題が残った。 
Ｃ・・・不十分な点や課題が多く、計画通りに行かなかった。 



 

 

◆町田市の図書館評価◆ 

 
 

評価結果一覧表（2013 年度） 

 



評価項目一覧表（目次）
Ⅰ 適正かつ効率的な運営をめざす図書館 Ⅲ 誰もが利用できる図書館

1 市立図書館のはたすべき役割と理念に基づく図書館運営 1 子どもの読書環境の整備支援

1 運営理念に基づいた業務の実施 A A 1 1 「第二次町田市子ども読書活動推進計画」 A A 8

2 「図書館の自由に関する宣言」に則った運営 B B 1 2 おはなし会・ブックトーク A A 9

3 計画的な図書館施設整備の検討・推進 A A 1 3 みんなでよもうこどもの本 A A 10

2 市民ニーズや時代に適した図書館運営 2 学校・学校図書館との連携

1 利用者アンケートの実施 2 1 学校図書館支援貸出 B B 10

2 経費節減への取組み （１）独自財源の確保 B B 2 2 職場体験 A A 10

（２）人件費の縮減 2 3 高齢者や障がい者への資料提供

3 効率的な図書館運営 A A 3 1 障がい者サービス A A 11

3 図書館員としてふさわしい人材の配置と育成 2 資料宅配サービス A A 11

1 職員の構成 C C 3 4 図書館が身近にない利用者への資料提供

2 職員の人材育成 A A 3 1 移動図書館事業 B A 11

Ⅱ 基本を大切にした図書館 Ⅳ 市民とともに歩む図書館

1 市民に親しまれる図書館 1 図書館活動への市民の参画の推進

1 利用者の拡大 B C 4 1 図書館協議会への諮問 A A 12

2 職員の市民対応 4 2 利用者懇談会 A A 12

2 市民にとって魅力的な資料収集 2 図書館活動に関わるボランティアの支援

1 図書資料の収集 A B 4 1 地域文庫等への支援 B B 13

2 雑誌・新聞の収集 A B 4 2 ボランティアへの援助・育成 （１）おはなしボランティア A B 13

3 市民の要望に応じた資料提供 （２）音訳ボランティア A A 13

1 図書資料貸出サービス C C 5 Ⅴ 公共施設として果たすべき機能を有した図書館

2 リクエストサービス B B 5 1 図書館のPR

3 視聴覚資料貸出サービス B B 6 1 図書館サービスの市民へのＰＲ B B 14

4 延滞資料への対策 B B 6 2 図書館サービスの行政内部へのＰＲ B B 14

4 市民の求める情報の提供 2 快適で、居心地の良い施設環境

1 レファレンス・サービスの利用促進 A A 6 1 危機管理・リスクマネジメント B C 14

2 レファレンス資料とツールの充実 A A 7 2 快適で、居心地の良い施設環境 A A 15

3 利用者支援（図書館入門講座） B B 7 3 市民にとって使いやすい施設

5 生涯学習の拠点としてのサービス 1 開館日・開館時間等の改善 A B 15

1 映画会 B A 7 貸出・返却場所等の条件 （１）貸出条件等 B C 15

2 文化講演会 A A 8 （２）既存施設の活用 A A 15

外
部 頁

2

自
己

外
部 頁 自

己



◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

Ⅰ 適正かつ効率的な運営をめざす図書館 　

1 市立図書館のはたすべき役割と理念に基づく図書館運営

1

運営理
念に基
づいた
業務の
実施

　館の運営理念やサービス
目標が職員に徹底され、
個々の業務が効率的・効果
的に実施されるようにしま
す。

　図書館の運営理念、目標
を実現するために策定した
「図書館事業計画｣に基づき
事業を進めます。

記
述

　本年度予定の以下の重点事業を計画どおり実施しまし
た。
☆地域館整備及び予約資料受渡拠点整備事業
　・仮称忠生図書館用図書資料を予定通り約３２，００
０冊選定・発注しました。
　・成瀬コミュニティセンター建設実施設計に予約資料
受渡コーナーの設置を盛り込みました。また、新たにつ
くし野コミュニティセンターでの実施についても検討に
着手しました。
☆業務効率化、サービス向上事業
　・ＩＣタグ導入準備のうち、ＩＣタグシステムは開発
を終えました。また、既存資料へのＩＣタグ貼付につい
ては、中央図書館での作業をほぼ終えました。

A A
　「図書館事業計画」に基づく事業を予定通
りに実施できました。

3

計画的
な図書
館施設
整備の
検討・
推進

　老朽化した施設の建替え
や新たな図書館の設置など
を計画的に行うため、図書
館整備に関する中・長期的
な方針を策定します。

　忠生市民センターの建替
えに伴う(仮称）忠生図書館
の建設について、資料収集
に着手するとともに、備品
整備計画等開館準備を進め
ます。

記
述

　当初の計画どおり、開館時目標蔵書数６４，０００点
の１／２である、約３２，０００点の資料収集を行いま
した。
　また、備品等整備計画策定、および発注リスト作成も
予定どおり完了しました。

A A
　単年度目標の計画通りに事業を実施できま
した。

B B

　館内に「図書館の自由委員会」を設置し、
図書館の自由に関する諸問題に組織として対
応しようとしている点は評価できますが、図
書館の自由について市民向けの啓発が出来な
かったことは評価できません。様々な方法を
駆使して啓発活動を推進してください。

　「図書館の自由に関する
宣言」の趣旨に則った運営
が行われるよう、「図書館
の自由」に関する研修等を
日常的に行い、職員の問題
意識の向上に努めます。ま
た、問題が発生した場合に
は、館内に設置されている
「図書館の自由に関する委
員会」を中心に組織として
問題に対応するようにしま
す。

「図書
館の自
由に関
する宣
言」に
則った
運営

2

　日常的に「図書館の自
由」に関する情報収集を行
い、的確な判断の基に案件
に対応します。また「図書
館の自由」について、職員
への周知及び研修を行い、
職員の理解を深めます。引
き続き市民に対しても「図
書館の自由」に関する啓発
を行います。

記
述

　年９回の会議を開催し、７種の資料を検討、情報交換
などをおこないました。
　年間２回の職員向け研修を実施しました。
　市民向けの啓発方法は検討を行いましたが、適当な機
会がなく実施には至りませんでした。

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

2／16



◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

2 市民ニーズや時代に適した図書館運営

1

利用者
アン
ケート
の実施

　市民ニーズ把握のため、
定期的にアンケートを実施
し、業務に反映します。

　アンケートの実施は３年
に１回の予定なので、今年
度は目標を設定せず項目の
み存置し、評価対象としま
せん。

記
述

（１）町田市有料広告掲載
取扱要綱に従い、図書館の
発行物や施設の一部を民間
事業者等に有償提供し、独
自財源の確保に努めます。

　パンフレットラックの設
置料収入を維持・継続しま
す。また、図書館カレン
ダーの寄贈（スポンサーの
広告掲載）による経費削減
や、図書館のホームページ
へのバナー広告の掲載につ
いて引き続き募集を行い、
さらなる広告収入の確保に
努めます。<２０１２年度実
績：４７５千円>

数
値

　パンフレットラック設置料については中央・さるび
あ・金森・鶴川駅前の設置料４０万円の収入となりまし
た。また、バナー広告の掲載事業は１社より応募があ
り、３万円×２期（５～７月、１１～１月）分の収入が
ありました。なお、図書館カレンダー寄贈事業への応募
は今年度はありませんでした。
〈２０１３年度実績：４６０千円〉

B B
　実績は単年度目標を下回ったものの、ホー
ムページのバナー広告を１件得ることができ
た点は評価できます。

（２）2007年度に策定さ
れた「定員適正化プラン」
（２００８年度～２０１１
年度）に従って、常勤職員
にかかる人件費の縮減に努
めます。

　今年度は目標設定は行な
いません。
＜理由＞
２０１１年度４月に「定員
適正化プラン」に基づく人
員配置が終了したため。
市役所全体の定員計画が示
された時に改めて検討を行
ないます。

数
値

経費節
減への
取組み

2

3／16



◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3 図書館員としてふさわしい人材の配置と育成

1
職員の
構成

　より質の高い図書館サー
ビスを提供するために、専
門性を持った人材を増やし
ます。２０１１年度までに
常勤職員（一般事務職）・
嘱託職員の司書資格保有率
を８３．２％とします。そ
の実現にむけて、異動等で
新たに図書館へ配属された
職員のうち、司書資格の取
得を希望する職員を司書講
習に派遣します。〈２００
９年４月１日現在７８．
８％〉

　２０１４年度に向けて、
司書（司書補含む）資格保
有率８３．２％以上を維持
します。<２０１３年４月１
日現在：８３．６％>

数
値

　２０１４年４月の採用に向けて、嘱託員の選考試験を
実施し、司書資格を持つ嘱託員６名（欠員補充）を決定
しました。
　その結果、常勤職員司書保有率６０．７％、再任用職
員司書保有率３３．３％、図書館嘱託員司書保有率１０
０％、全体司書保有率８２．６％になりました。
　市役所全体の人事異動により、司書資格を持たない職
員が多く転入してきたため、単年度目標を達成すること
ができませんでした。

C C

　嘱託職員に比較して常勤職員の司書資格保
有率が低いです。司書講習等への職員の積極
的な派遣を希望します。そのために資格取得
を職員に周知し、講習等に参加しやすい環境
作りも必要です。

2
職員の
人材育
成

　人材育成としての人事考
課や全庁的な職員研修と併
せて、図書館独自の研修を
実施することにより、図書
館職員並びに自治体職員と
してのスキルアップを図り
ます。

　年間を通して、新人研
修、課題別研修、新任・着
任研修を実施し職員のスキ
ルアップを図ります。実施
後は、研修運営委員会にて
受講者の意見を集約・反映
しつつ、次年度以降の研修
内容の充実を図ります。

記
述

　当初の計画通り、新人研修１５回、課題別研修４回、
新任着任研修各１回（４月・５月・１０月・１月）を実
施しました。また、受講報告書に記載された意見を元
に、次年度の研修計画を立案しました。課題別研修で
は、昨年度に引続き町田市を理解する講座として「町田
の歴史と文学」を、また「英語アレルギーを克服しよ
う」と題して英会話研修を実施しました。今年度は文学
館が主催する「公務員倫理」研修に、図書館から２名参
加しました。

A A

　計画通りに事業を実施した点は評価できま
す。但し、館内研修中心です。様々な館外研
修なども視野に入れた、図書館員としてのス
キルアップが望まれます。

　今年度は鶴川駅前図書館の整備事業費を含
んでいるため経費が上がっていますが、中期
的計画目標値を達成できた点は評価します。
なお、蔵書回転率が指標として提示されてい
ますが、数値の評価を示す必要があります。

  資料１点当たりの貸出コストは、２０１２年度決算ベー
スに基づき算出すると２４６円となり、２０１１年度決
算ベース実績２３７円には及びませんでしたが、中期的
計画目標値は達成しました。
　なお算式は、図書館運営費総額（１,０７５,１２７,５５
４円）÷総貸出点数（４,３６４,１５２点）＝貸出コスト
（２４６．３５円）となります。
※図書館運営費総額及び総貸出点数は、文学館を除いた
数です。また、前年度は含んでいない鶴川駅前図書館
（２０１２年１０月開館）整備事業費を含みます。
　他の指標として、事業別財務諸表では蔵書回転率を使
用しています。２０１１年度：３．９７回　２０１２年
度：３．８２回
　（２０１１年度と比較して貸出コストが増加していま
すが、２０１１年度は図書館運営費総額に開館準備中
だった鶴川駅前図書館整備事業費を含んでいなかったの
に対し、２０１２年度は含んでいるので運営費総額が高
くなっています。ただし、鶴川駅前図書館は２０１２年
１０月開館のため、貸出点数は約半年分となり、貸出コ
ストが約２倍になるため２０１１年度決算ベース実績よ
り高くなっています。）

数
値

効率的
な図書
館運営

　資料１点当たりの貸出コ
スト（ＡＶ資料含む）の削
減に努めます。２０１１年
度までの目標値を２６４円
とします。〈２００７年度
決算ベース実績２７２円〉

A A

　引き続き、資料１点当た
りの貸出コスト（ＡＶ資料
含む）の削減に努めます。<
２０１１年度決算ベース実
績：２３６．７３円>
　また、効率的な図書館運
営について目標となる他の
指標も検討します。

3
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

Ⅱ 基本を大切にした図書館

1 市民に親しまれる図書館

1
利用者
の拡大

　より多くの市民に利用さ
れる図書館を目指します。
２０１３年度の有効登録者
数（在勤・在学を含む）を
市民の３０％とします。
〈２００９年3月末現在２
５．３％〉

　登録者数を増やすための
具体的方策を実施し、在
勤・在学を含む有効登録者
数を、市民の３０％にしま
す。<２０１３年３月末現在
２５．５％>

数
値

　各種取組の結果、在勤・在学を含む有効登録者数は市
民の２５.４％（２０１４年４月１日現在：有効登録１０
８,３０８人/人口４２６,２０９人)と、鶴川駅前図書館が
開館した前年度の数値２５．５％にはわずかに及びませ
んでした。
　また参考数値として、在住のみの有効登録者数の登録
率は２４.４％（１０３,９３４人/人口  ４２６,２０９人）
でした。こちらは前年度と同じ数値です。

B C

　数値目標を達成することができませんでし
た。なお、取り組みにおいては町田市全体の
登録者数や各館別の登録者数について分析す
るなど多面的な検討を行い、登録者数を伸ば
す方策を検討する必要があります。

2
職員の
市民対
応

　市民により親しまれ信頼
される職員を目指し、市民
対応についての満足度を向
上させます。

　指標はアンケートの結果
によって示されます。アン
ケートの実施は３年に１回
の予定なので、今年度は目
標を設定せず項目のみ存置
し、評価対象としません。

数
値

2 市民にとって魅力的な資料収集

1
図書資
料の収
集

　市民のニーズに応えるこ
とを基本とし、利用頻度の
高い本と図書館として所蔵
しておくべき本とのバラン
スを考慮しながら、各館の
規模や立地条件に応じた新
鮮でかつ奥行きのある資料
収集を行います。

　予算の削減に対応し、各
館の利用状況をふまえて適
切な選書を行います。ま
た、書庫が飽和状態である
現状をふまえ、除籍方針の
見直しを検討します。

記
述

　選定会議を毎週行い、予算削減に対応しながら各館の
蔵書構成及びリクエスト状況を考慮し選書を行いまし
た。
　各館で分担収集を行い、合同で除籍作業を実施し、鶴
川駅前図書館や市民文学館に全集の一部を移動する等、
中央図書館と地域館・市民文学館で連携を取りながら保
存・除籍を進めました。
　ＩＣタグ貼付に伴う除籍作業を行いながら、保存・除
籍方針の見直しを進め、全７回の会議で一通り「一般図
書　除籍（除架）の目安」の改訂を行いました。精査
後、２０１４年度に施行する予定です。

A B

　図書館資料収集に関する取り組みは、選定
会議の毎週実施、見計らい選書、蔵書構成や
リクエストを考慮したきめ細かい選書を行っ
ており評価できます。なお、資料費削減によ
る選書環境の変化については、市民へさらに
説明することが望まれます。また除籍（除
架）方針は、資料収集方針等とともに市民へ
公開されることが望まれます。

2
雑誌・
新聞の
収集

　できるだけ広い分野にわ
たって、最新の情報を提供
することを基本とし、公立
図書館として最低限必要な
保存機能についても考慮し
ながら、バランスの取れた
収集・保存を実施します。

　昨年度に引き続き、２０
１３年度も中央図書館雑誌
タイトル別回転数の調査を
行い、経年変化についても
データ収集して、より理想
的な収集・保存を検討しま
す。

記
述

　雑誌のタイトル別回転数を全館分調査するとともに、
利用者の要望収集、及びリクエスト担当より未所蔵雑誌
のリクエストについて情報を収集しました。その結果を
参考とし、１月に地域館も含む雑誌担当者会議を開催
し、全体の調整をとって２０１４年度に新規購入する雑
誌を１３誌選定しました。

A B

　タイトル別回転数などのデータを参考にし
て選書・収集している点は評価できますが、
取組目標にある「経年変化」についての検討
が今年度はなされていません。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3 市民の要望に応じた資料提供

数
値

　利用者へのリクエスト制
度のＰＲを行います。昨年
実施された利用者アンケー
トの集計結果を踏まえ、効
率的なリクエスト提供を目
指します。

記
述

　鶴川駅前図書館の開館や市民センター等を
活用した予約資料受渡システムの利用者増加
など貸出サービスに関する環境は向上しつつ
あるものの、市民一人当たりの貸出数が目標
の１０冊には届きませんでした。また同数値
が伸び悩む原因を把握した上で、今後の対策
を立てるべきです。

C C

B B

・各館のリクエスト件数については、鶴川駅前図書館が
２０％近い伸び率となりましたが、その伸びが中央図書
館・鶴川図書館の大幅な減少に少なからず影響があった
と考えられます。全体のリクエスト件数については、資
料費削減による影響で、予約資料提供までの期間が長期
化し、そのため新たな予約ができないという事象が発生
し、これが件数の減少につながっていると考えられま
す。しかし、さるびあ図書館の休館がなければ、２０１
２年度の水準が保てたのではないかと推測され、これは
各館でリクエストランキングの掲示や特集コーナーを実
施することで、所蔵資料のＰＲを行うとともに、リクエ
スト制度の周知のためのポスター掲示、カウンターでの
ＰＲなどに努めた結果だと思われます。
・効率的なリクエスト提供については、木曜日に実施さ
れる選定会議に間に合わない新刊書のうち、多数予約が
予想されるものに限り、前もって選定会議にかけ、その
週の土日には利用者に提供できる事務改善を行いまし
た。

2

リクエ
スト
サービ
ス

　市民の求める資料を確実
に提供するためにはリクエ
スト制度が不可欠です。制
度のさらなる充実にむけ
て、ハード・ソフト両面に
わたる環境整備を検討し、
実施します。

　今年度は鶴川駅前図書館が、年間通して開館したため
２８０，６８６冊から５８８，４７７冊の約２倍の貸出
になりました。また、市民センター貸出は昨年度より１
１％増の４７，３４２冊となり、増加しています。
　さるびあ図書館が耐震工事のため約３ヶ月の長期休館
となり、貸出冊数は４１４，９５４冊から２８５，７０
０冊になり大幅に減少しました。全体で見ると１００，
５０１冊減の４，０２３，１６１冊になり、貸出冊数は
２．４％減になりました。
　それに伴い市民一人あたりの貸出冊数は、昨年実績を
０．２４ポイント下がり、取組みの目標値を大きく下
回ってしまいました。
　貸出冊数　４，０２３，１６１冊　（提携市、在勤在
学利用者含む。AV資料・文学館除く）
　総人口　　　 　４２６，２０９人　　２０１４年４月
１日現在（外国人含む）
　市民１人当たりの貸出冊数（図書・雑誌）　９．４４
冊

　リクエスト制度のＰＲが多面的に行われて
いることは認めますが、図書館ホームページ
での周知内容の見直しを含め、引き続き、
サービスの内容や利用方法を利用者にわかり
やすく伝えていく努力が求められます。効率
的なリクエスト提供実現のための事務改善に
ついては評価できます。

1

図書資
料貸出
サービ
ス

　資料の貸出は、図書館に
とってもっとも基本的な
サービスです。2013年度
までに個人貸出について、
市民一人あたりの貸出冊数
（図書・雑誌）を１０冊以
上にします。〈２００８年
度実績９．４５冊〉

　市民一人あたりの貸出冊
数（図書・雑誌）を１０冊
にします。〈２０１２年度
実績：９．６８冊〉
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3

視聴覚
資料貸
出サー
ビス

　図書資料とは異なる視聴
覚資料の特性を考慮すると
ともに、公立図書館でなけ
れば提供できない資料に重
点を置いた収集・提供を行
います。

　引き続き幅広い資料収集
に努めます。音楽に限ら
ず、楽曲以外の音声資料等
も収集に力を入れます。特
集では音声、映像資料のみ
ならず書籍資料との関連付
けを重視し、展示内容の充
実に努めます。

記
述

　２０１３年度はCD３１４点・DVD１４８点を購入し
ました。音楽以外にも現役実力派の噺家の落語などの諸
芸もの、根強い需要のある経などの資料も積極的に購入
しました。また、全体特集と連動した音楽特集コーナー
なども設置しました。
　２０１２年度はCDの貸出減少に歯止めがかかりました
が、２０１３年度にかけては減少しました（昨年度比１
１．３％減）。
<２０１３年度貸出実績：ＣＤ　１３７，１８４点（昨年
度比１１．３％減）　ＣＴ　３９４点（昨年度比９３．
１％増）　ＶＴ　４，９６９点（昨年度比６４．８％
減）　ＤＶＤ　４０，４８０点（昨年度比７．６％減）>

B B

　幅広い分野にわたる資料収集や書籍資料と
連動した資料展示を行っていることは評価で
きます。２０１３年度は、それまで増加傾向
にあったＤＶＤの貸出件数が減少しました
が、引き続き、利用者ニーズに合致した魅力
あるサービスを提供していくことが望まれま
す。

4
延滞資
料への
対策

　貸出資料に占める延滞資
料の割合を引き下げます。

　現行の督促システムを継
続して行います。また長期
延滞をいっそう減少させる
ため、貸出停止のあり方に
ついて検討を進めます。

記
述

　定期的な督促業務については、貸出停止措置まで含め
て今年度も行いました。
　新しい督促方法については、昨年度に素案を作成しま
したが、実施につきましては、２０１５年３月のシステ
ム更改後を予定しています。

B B
　２０１５年３月のシステム更改後に実施さ
れる新しい督促方法により、状況をさらに改
善していくことが望まれます。

4 市民の求める情報の提供

1

レファ
レン
ス・
サービ
スの利
用促進

　利用者の調査・研究の援
助をすること（レファレン
ス）は、貸出しとならぶ図
書館の重要なサービスで
す。潜在的ニーズの掘り起
こしや、利用者のレファレ
ンスに対する認知度が上が
るような改善に取り組み、
利用者にとってより身近な
レファレンスサービスを目
指します。

①レファレンス資料や、事
例を活用したＰＲ方法を検
討・実施します。
②レファレンスサービスの
活用につながる講座を実施
します。

記
述

　「図書館だより」第１０５号・１０６号に身近なレ
ファレンス事例を掲載しました。
　「レファレンスコーナーご案内」のチラシを作成・配
布、事例とレファレンス図書の紹介を載せました。
　「講座・図書館の達人への道」を６月に実施、「中高
生向け講座・めざせ図書館の達人」を８月に実施、和光
大学図書館・川崎市教育委員会共催講座「大学図書館を
使ってみよう！」を９月に実施しました。

A A
　単年度の取組目標に対して計画どおり実施
されており、評価できます。ＰＲ方法の更な
る工夫も検討される必要があります。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3

利用者
支援
（図書
館入門
講座）

　図書館利用に不慣れな市
民を対象に、資料の探し方
や予約の仕方などを案内す
る図書館入門講座をさらに
充実させ、図書館資料を自
在に活用ができる市民がひ
とりでも多くなるように支
援します。

　昨年同様の計５回の講座
を実施します。より多くの
方に参加していただけるよ
う、講座の開催曜日等の検
討を行います。〈２０１２
年度実績：５５名〉

数
値

　通常の入門講座を３回、バックヤードツアーを２回、
昨年同様計５回の講座を実施しました。
　参加者のアンケートは概ね好評でした。
　小中学生向けのバックヤードツアーは人気があるもの
の、夜間の社会人対象のバックヤードツアーは、実施時
期を変更してみましたが、申込は延びませんでした。申
し込み人数が少ない場合は館内放送でも参加を呼びかけ
ました。
　参加人数は合計４５名でした。

B B

　昨年度と同様の回数の講座が開催され、数
値目標は達成されました。しかし、参加人数
は減少しています。参加者の参加の目的やど
のような層の人たちが参加していたかなどを
分析し、開催時間、開催回数、講座の内容な
どの検討も必要です。

5 生涯学習の拠点としてのサービス

1 映画会

　日頃、図書館を利用して
いない市民も多く足を運ん
でくれる映画会は、図書館
に親しみを感じてもらえる
絶好の機会です。この機会
を利用して、映画を愉しむ
と同時にその他の図書館資
料の利用にも繋がるような
取り組みを行い、より多く
の市民の図書館利用を促進
します。

　平均鑑賞者数を１００名
以上にします。上映の際に
展示する関連資料の範囲を
より広げることで、映画以
外にも興味を持ってもらえ
るように工夫します。〈２
０１２年度平均鑑賞者数：
１０９．９名〉

数
値

　今年度は広く文化的な側面も考慮し、比較的若い世代
へアピールする映画や、米国映画以外の作品、一般的な
映画館では見る機会の少ないものを意図的、積極的にと
りあげました。その影響もあり、平均鑑賞者数は１００
人にわずかに届きませんでした。若干動員数は落ちまし
たが、図書館の文化事業としての目的は果たしていると
考えます。
　また、今年度より入場方式を整理券配布方式に変更
し、慢性化していた開場時の席確保のための混乱を解消
し、お客様に気持ちよくご鑑賞いただけるようにし、大
変好評をいただきました。その他寿命のきていた上映用
プロジェクターの交換工事を行いました。画質（見やす
さ、明るさなど）が各段に向上しました。
〈２０１３年度平均鑑賞者数９８．９名〉

B A

　単年度目標の平均鑑賞者数１００名以上は
わずかに下回りましたが、天候の影響なども
考えられ、９８.９人はおおむね達成された数
字と考えられます。
　また、今年度は入場方式を整理券配布方式
に改め、席確保のための混乱を回避できるよ
うになったことは評価できます。月ごとに
テーマを設定し良質な映画を選択し、図書の
貸し出し促進に関わろうという姿勢はとても
大切です。

A2

レファ
レンス
資料と
ツール
の充実

　質問内容の多様化・専門
化に対応できるように、電
子媒体等も含め多種多様な
レファレンス資料の充実に
努めます。また利用者自ら
が調べものに活かせるよう
に、過去のレファレンス事
例の整理に取り組み、それ
を基にしたツールの作成・
充実に取り組みます。

①出版状況とニーズを踏ま
えた選書を行います。
②パスファインダーを順次
作成・改訂します。　〈２
０１２年度末現在:３１種〉
③レファレンスシステムの
事例登録件数を増やしま
す。　〈２０１２年度末現
在: ５５２件〉
④レファレンス協同データ
ベースの事例登録件数を増
やします。　〈２０１２年
度末現在:７６件〉

数
値

　出版・利用状況を見ながら、レファレンス資料の積極
的な選書を行いました。
　パスファインダー（図書資料情報紹介サービス・道し
るべの意。あるテーマに関する資料情報をまとめたリー
フレット)を以下の通り作成・配布・ホームページ掲載し
ました。
　・「医療情報｣(改訂版）　・「ビジネス・起業支援」
(改訂版）
　・「まちだを知ろう！」　まちだの文学の巻、まちだ
の福祉の巻　(新規)　〈２０１３年度末現在：３３種〉
　レファレンスシステムに２３件の事例を登録しまし
た。〈２０１３年度末現在：５７５件〉
　レファレンス協同データベース（国立国会図書館が、
全国の各図書館と協同で構築しているデータベース）に
１８件の事例を登録しました。〈２０１３年度末現在：
９４件〉

A

　単年度目標はそれぞれ達成しており、評価
できます。パスファインダーは作成後の改訂
も適宜行われていますし、レファレンスシス
テムへの登録も増えています。これらのデー
タを様々な方法で利用者に還元する取り組み
を期待します。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

2
文化講
演会

　より多くの市民に図書館
へ足を運んでもらえるよ
う、民間団体や庁内他部署
と連携し、魅力的なテーマ
の講演会を定期的に開催し
ます。

　引き続きＮＨＫとの共催
事業を中心に、市の関連施
設、民間団体等と連携した
講演会を実施します。年６
回以上実施、平均参加者数
８０名以上を目標としま
す。〈２０１２年度実績：
平均参加者数９５名〉

数
値

　今年度はＮＨＫ共催４回、町田市自由民権資料館共催
１回、五藤光学研究所・まちだ語り手の会共催１回の計
６回開催し、単年度目標は達成しました。実施にあたっ
ては、多くの方にご利用いただいていますが、まだ一部
の事業はさらなるＰＲの余地があると思われます。〈２
０１３年度実績平均参加者数９１．７名〉

A A

　数値目標の年間開催回数、平均参加者数は
達成されています。共催という形での開催で
成果を上げていますが、共催の中での図書館
の役割、図書館ならではの企画については今
後も検討の余地があります。

Ⅲ 誰もが利用できる図書館

1 子どもの読書環境の整備支援

1

「第二
次町田
市子ど
も読書
活動推
進計
画」

　２０１０年から２０１４
年を計画期間とする「第二
次町田市子ども読書活動推
進計画」を２００９年度に
策定しました。今後は関連
団体・部署等と連携して計
画的に子どもの読書活動の
振興を図ります。

　「２０１２年度取組状況
報告書」を作成します。
　第二次町田市子ども読書
活動推進会議を２回開催し
ます。

記
述

○２０１３年８月に「第二次町田市子ども読書活動推進
計画・２０１２年度取組状況報告書」を発行しました。
（１５０部）
○教育委員会で報告し、推進会議、協議会、関係各課に
配布するとともに、全小中学校に配布しました。
○ ５月２３日　第5回推進会議を開催しました。
　　２月１４日　第6回推進会議を開催しました。
○子どもの読書活動推進イベントとして、２０１４年３
月２７日から３０日の４日間「第３回まちだとしょかん
子どもまつり」を開催しました。町田市立図書館全館を
会場として、１２の団体と協働で４５のプログラムを行
い、１，２８０人の参加がありました。

A A

　報告書の作成と、懇談会２回の開催を行
い、単年度目標は達成されました。子どもま
つりは、より発展的に取り組んだことが評価
されます。今後も、市民との連携に努めてく
ださい。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

数
値

　乳幼児を含めた全館のおはなし会（図書館外で実施し
たものを含む）は、４４４回実施し参加者数は７，５９
７人でした。２０１２年度は、４１０回実施し参加者数
は８，２１１人でした。前年度と比較すると実施回数は
３４回増えましたが、参加者数は６１４人減りました。
鶴川駅前図書館でおはなし会を１年間通して実施したこ
とや、鶴川図書館と堺図書館でおはなし会を増やしたこ
とにより実施回数は増えました。参加者減の原因として
は、さるびあ図書館の耐震工事に伴う長期休館の影響が
８割以上を占め、その他、中央図書館の蔵書点検休館な
どがありました。
　また、特別おはなし会は、中央図書館で夏休みに「お
はなしフェスティバル」、木曽山崎図書館で「科学あそ
び」、堺図書館で子育てひろばのおはなし会（７回開催
参加者３６５人（こども２１７人＋おとな１４８人））
を実施しました。
　ブックトーク（図書館外で実施したものを含む）は４
１回実施し、１，２００人の参加でした。２０１２年度
は３２回実施し、８４３人の参加でした。前年度と比較
すると学校への多人数対象の回数が増えたため回数で８
回、参加者数は３５７人増となりました。

各館の取組
　・中央図書館では、第３回まちだとしょかん子どもま
つりを開催しました。おはなし会や講演会など４５（地
域館を含む）のプログラムを行い１，２８０人の参加が
ありました。
　・さるびあ図書館では、子育てひろば事業に加え、南
つくし野保育園が主催する子育て支援講座に職員を派遣
し、おはなし会や絵本の紹介を行いました。
　・鶴川、鶴川駅前図書館では、出張ブックトークを合
同で７月８日（月）真光寺中学校１年生に　「つくる」
というテーマで実施しました。
　１０時５０分～１１時４０分→３組（２８名）４組
（２９名）　　　　１１時５０分～１２時４０分→１組
（２９名）２組（２９名）
　・金森図書館では、ブックトークを４回実施しまし
た。
　・木曽山崎図書館では、七国山小学校への出張ブック
トークが発展し、山崎中学校で初めてブックトークを開
催することができました。　１・２年生　２０１４年３
月１１・１２日　２２２人
　・堺図書館では、子育てひろばのおはなし会を実施し
ました。７回開催　参加者３６５人（こども２１７人＋
おとな１４８人）

　子どものころから読書の
習慣を身につけることは、
長い人生を生きていくうえ
で大変大きな力になりま
す。心地よいおはなしに耳
を傾け、未知の本と出会う
ことで子どもたちの世界は
いっそう広く豊かになりま
す。より多くの子どもたち
に楽しい時間と場所を提供
します。

　各館で定例のおはなし会
を開催するとともに、特別
おはなし会を開催します。
また、広報まちだやホーム
ページ等に掲載し、参加を
呼びかけます。
　各館で予定したブック
トークを開催します。さら
に、学校等でも開催しま
す。

2 AA

おはな
し会・
ブック
トーク

　おはなし会、ブックトークとも、意欲的な
取り組みが評価できます。地域や学校での催
しを図書館職員がバックアップすることは、
質的な向上につながると現場でも高い評価が
得られています。ニーズが伸びている、ブッ
クトークができる職員を増やしてください。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3

みんな
でよも
うこど
もの本

　図書館員が新刊児童図書
の中から、子どもの心を育
む本や、興味を喚起させ知
識欲にこたえる図書を選び
紹介することで、子どもと
本との出会いの機会を増や
します。

　「みんなでよもうこども
の本」を年に４回、発行し
ます。２０１２年度に発行
した「みんなでよもうこど
もの本」をまとめて総集編
を１回発行します。

数
値

 　２０１３年４月「２０１２年度みんなでよもうこども
の本総集編」（２０００部）を発行しました。
 「みんなでよもうこどもの本」Ｎｏ.１５１から１５４号
まで、４回（４月、７月、１０月、１月)を発行しまし
た。(各４０１０部）
  総集編に加え、Ｎｏ.１５２号からもホームページに掲載
しました。

A A

　目標のとおり、発行ができました。これ
を、有効利用することが大切です。活用事例
の紹介を行うなど、読書活動の啓もうに役立
てる策を現場にアピールしてください。

2 学校・学校図書館との連携

2
職場体
験

　2005年度から始まった
中学生職場体験事業は、多
くの生徒に図書館への理解
を深め、親しみをもっても
らう機会として位置づけ、
今後も積極的に一定人数を
受け入れます。

　全館で４６名を受け入れ
ます。〈２０１２年実績：
４６名〉

数
値

　さるびあ図書館工事休館がありましたが、割り当て人
数変更等の結果、全館で５０名を受け入れました。(中央
１８名、さるびあ２名、鶴川６名、鶴川駅前４名、金森
６名、木曽山崎８名、堺６名）
参考：一日図書館員・奉仕活動・他の職場体験等の受入
れは
中央図書館で６件１４名（一般公募・５日１３名　大東
学園・１名）
堺図書館で１件１名（南多摩中等教育学校）でした。

A A

　各種図書館業務の体験事業は、図書館に対
する理解を深めるうえで有効な事業であると
考えます。今後とも、事業の継続と内容充実
に努めてください。

B B
　学校との連携を充実し、需要の分析と掘り
起こしに引き続き力を注いでください。

1
学校図
書館支
援貸出

　授業における図書の活用
や、児童･生徒の図書館利用
促進を目的として、学校図
書館の支援および連携を強
化します。 その手段とし
て、全小・中学校への巡回
による学校図書館支援貸出
制度の確立及び、活用促進
を図ります。

　全小・中学校からの依頼
に応えられる体制を維持し
ながら、巡回は依頼があっ
た学校のみに行います。作
成したリストのＰＲを含
め、本制度が全ての登録校
で活用されるように周知し
ます。<２０１２年度実績：
登録校数６２校中５２校、
利用校数４２校、依頼件数
１７０件、貸出冊数５，８
００冊>

数
値

　さるびあ図書館の耐震補強工事に伴う臨時休館中（２
０１３年１２月２日～２０１４年３月１３日）も、図書
館として学校図書館支援貸出を継続する態勢を整え、事
業継続の周知に努めましたが、結果として２０１３年度
は
小学校では、登録３９校の内、２５校で依頼件数７７
件、２，９３６冊
中学校では、登録１５校の内、６校で依頼件数１３件、
５４２冊
合計では、登録５４校の内、３１校で依頼件数９０件、
３，４７８冊の利用に留まりました。

　おすすめリストは小学生向け１種：「仕事調べ（３・
４年生向け）」おすすめの１６冊
を新たに作成し、他のリストと共に小・中学校に配布し
ました。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

3 高齢者や障がい者への資料提供

2
資料宅
配サー
ビス

①宅配協力員による資料の
宅配サービスが市内全域で
実施できるよう体制を整備
し、利用者数の増加を図り
ます。
②宅配協力員による、視覚
障がい者からの返却資料回
収サービスを検討します。

①宅配サービス体制の充実
を受け、利用者の一層の増
加に努めます。〈２０１２
年度実績：１７名〉
②返却資料回収サービスの
ＰＲを実施します。

記
述

①宅配利用者実数は増減がありませんでしたが、貸出は
１，８９０点から２，００２点となりました。
　ボランティアの追加募集ポスター等の効果により、新
規の宅配ボランティアの登録が９名ありました。
②点字図書貸出時に、利用者に返却資料回収サービスの
案内書配布と声掛けを行い、今年度は２件の利用があり
ました。２０１４年度は定期でのご利用が予定されてい
ます。

A A
　ボランティアの新規登録者が多数あり、PR
活動が評価できます。ボランティアとの連携
で、よりきめ細かい利用者対応を望みます。

4 図書館が身近にない利用者への資料提供

1
移動図
書館事
業

　図書館が身近にない地域
の住民へ移動図書館車巡回
による継続的な図書館サー
ビスの提供を行います。ま
た、地域館整備の状況によ
り、図書館への来館が困難
な老人施設等への巡回への
切替を検討します。

　各サービスステーション
の利用状況を確認し、引き
続き地域館整備状況に応じ
てサービスステーションの
見直し等がスムーズに行え
るように、さるびあ図書館
と堺図書館との移動図書館
担当者会議を行い、必要な
広報等を検討します。

記
述

　さるびあ図書館臨時休館中（２０１３年１２月２日～
２０１４年３月１３日）も移動図書館は３日間の運休を
除き通常運行を継続しました。貸出実績は前年度の９割
に留まり、近年続く逓減傾向に歯止めを掛けることはで
きませんでした。また、堺図書館ではヴィラ町田や町田
荘、福音の家といった福祉施設のサービスステーション
での利用者増はありましたが、貸出実績の逓減傾向は続
いています。
　２０１５年度の（仮称）忠生図書館開館に合わせ市域
全体でより利用しやすいサービスステーションの配置を
検討するため、見直し対象となるサービスステーション
の洗い出しを行いました。市域全体の各サービスステー
ションの利用動向も注視し、引き続き検討します。

B A

　数値の低減が重要な事柄ではありません。
需要の変化に対応し、あらたなサービスステ
イションを検討するなど、きめ細かなニーズ
対応に努めている姿勢が高く評価できます。

1
障がい
者サー
ビス

　誰でも同じように図書館
を利用できるよう、特に視
覚障がいや身体障がい等に
より図書館利用が困難な市
民へのサービスに力を注ぎ
ます。障がい者サービス
（対面朗読、点字・録音資
料の作成・貸出し、宅配
等）の存在を知らない市民
へのＰＲに努め、利用登録
者の増加を図ります。

　障がい者サービスにまだ
登録されていない市民に向
けて、引き続きのPR、また
既に登録された利用者に向
けてもサービス内容のPRを
行い、利用登録者の増加、
サービス利用者の増加に努
めます。
〈２０１２年度実績：登録
者数２０１名、対面朗読利
用件数４３３件、点字・録
音資料貸出タイトル数２５
３５タイトル〉

A
数
値

　前年度に引き続き、障がい福祉課、町田市社会福祉協
議会でのＰＲチラシの配布を行いました。
　そのほか今年度は中央図書館の利用者懇談会で障がい
者サービスをテーマに取り上げ、障がい者サービスの利
用者以外の方にもサービスのＰＲに努めました。
　今年度の新規申し込みとして、視覚障がい等６名の登
録があり、年度末の合計登録利用者数は２００名、対面
朗読利用件数４７２件、点字・録音資料貸出タイトル数
２６３１タイトルとなりました。

　新規登録者が６名あったことは、障がい者
サービスのPRの成果と、高く評価できます。
今後も、引き続き行政と連携して、PRの機会
を増やしてください。

A
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

Ⅳ 市民とともに歩む図書館

1 図書館活動への市民の参画の推進

1

図書館
協議会
への諮
問

　図書館サービスの向上の
ために、運営に関する課題
等について必要な諮問を行
います。

　協議会の発意による課題
の設定、提言ができる環境
を引き続き維持します。

記
述

　協議会の発意による、「図書館と学校との連携」を引
き続き検討いただきました。
　また、２０１３年１０月「図書館評価｣の外部評価コメ
ントをいただきました。

A A

　外部評価にあたって、十分な資料提供があ
りました。IＣタグについてなど、図書館サー
ビスについては報告ではなく、事前に情報公
開を行うよう留意してください。

　集まりやすい開催日の検討やテーマを決め
た懇談会の開催など、ステップアップの試み
が行われ評価できます。引き続きの努力に期
待しています。

AA

　図書館サービスや運営に
対して、直接利用者の意見
をいただき、反映すること
を目的として、「利用者懇
談会」を年に1回定期的に
開催します。

数
値

　多くの方に参加していた
だけるような利用者懇談会
のあり方を引き続き検討
し、今年度は中央館と地域
館で開催します。<２０１２
年度実績：１４名>

　今年度は、中央図書館と鶴川駅前図書館の２館で利用
者懇談会を行いました。２０１４年２月８日（土）中央
図書館にて、「障がい者サービス」をテーマに行い、参
加者は４名でした。２０１４年３月１９日（水）鶴川駅
前図書館にて、「おはなし会の在り方」をテーマに行
い、参加者は１８名でした。＜２０１３年度実績：２館
２２名＞
　中央図書館では、多くの方に参加していただけるよ
う、平日ではなく休日に企画しましたが、大雪のため参
加人数はのびませんでした。しかし、参加者からは、宅
配ボランティアを行うことで、地域の中で充実した時間
をすごしている等の意見も出て、それを聞いた参加者が
宅配ボランティアに登録してくださいました。
　２０１２年度に開館した新しい鶴川駅前図書館で、鶴
川図書館と鶴川駅前図書館の２つの図書館を利用する利
用者と意見交換ができました。利用者懇談会の意見を踏
まえ、鶴川図書館と鶴川駅前図書館では、２０１４年７
月～９月のおはなし会を３０分遅らせて開催する予定で
す。
　前年度までは、例年、1館のみの開催でしたが、今年度
は中央図書館と鶴川駅前図書館で利用者懇談会を行うこ
とが出来ました。

利用者
懇談会

2
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
価

単年度の取組目標 自
己
評
価

取　　組　　結　　果
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

2 図書館活動に関わるボランティアの支援

（１）おはなしボランティ
ア・乳幼児おはなしボラン
ティアの養成講座およびレ
ベルアップ講座を開講しま
す。

　おはなし会ボランティア
養成講座（語り手）を開催
し、ボランティア１０名を
養成します。〈２０１２年
度実績：８名〉
　おはなし会ボランティア
養成講座（乳幼児向け）を
開催し、ボランティア１０
名を養成します。〈２０１
２年度実績：４名〉
　ボランティアレベルアッ
プ講座を実施します。〈２
０１２年度実績：１８名〉

数
値

○おはなし会ボランティア養成講座（語り手）を開催
（１月２８日、２月４、１８、２５日）しました。  受講
者数１２名で全員修了、 登録しました。
○おはなし会ボランティア養成講座（乳幼児）を開催
（１０月１、８、１５日）しました。 受講者数１２名で
全員修了、 登録しました。
○レベルアップ講座は、（乳幼児向け）講座修了者を対
象に「わらべうたであ・そ・ぼ」をおはなし玉手箱さん
が講師で３月４日に開催、１８名が参加しました。

A B

　養成講座が順調に継続され、受講者数が伸
びていることは喜ばしいことです。しかし、
前年に提言したブックトークの養成講座が開
催されなかったことは残念です｡講座を新設す
ることを望みます。

（２）音訳資料製作に携わ
るボランティアに向けて実
施する「音訳者養成中級講
座」の種類・回数を増やし
ます。

　音訳者の希望を踏まえ、
必要な講座を２コース、企
画･実施します。
〈２０１２年度実績：１
テーマ各１回〉

数
値

　今年度は２テーマ２回の講座を実施しました。
　前年度より、ここ数年の懸案事項である音訳資料のデ
ジタル化に対応した講座を実施しています。今年度は
「パソコン録音」講座を、１日４時間実施しました。
　その他に、利用者からの要望により、音訳の原点であ
る声の出し方に特化した講座「ヴォイストレーニング」
講座を各日２時間合計３日間実施しました。

A A
　ボランティアの生の声に応え、新しい取り
組みに着手したことは高く評価できます。

　団体登録利用者懇談会を
開催し、図書館と登録団体
や、登録団体相互の情報交
換を行います。
　運搬手段を持たず、さる
びあ図書館で選定した資料
の配本を希望する地域文庫
や小・中学校の文庫等には
引き続き配本を行います。
〈２０１２年度実績：地域
文庫延べ７回　計７８９
冊、小・中学校延べ２回
計４０４冊〉
　リサイクル資料（児童書
が中心）を地域文庫や小・
中学校等に提供します。
〈２０1２年度実績：地域
文庫等延べ１４団体　計３
７７冊、小・中学校延べ１
４校　計１，５８３冊〉

数
値

　団体利用者懇談会での情報交換を深める工
夫が必要です。登録団体に事前にアンケート
をとって当日資料として配布するなど、種々
検討してください。地域文庫への支援は、一
体となったPR活動が要です。積極的な支援を
望みます。

B

　１１月１４日に１８団体（内、小学校２校）の参加を
得て、団体登録利用者懇談会を開催し、参加団体の活動
報告や意見交換を行いました。
　団体貸出の配本を担当するさるびあ図書館の臨時休館
（２０１３年１２月２日～２０１４年３月１３日）の影
響もあり、登録団体が3団体増加したにも関わらず、貸出
冊数は２割近い減少となりました（１８７団体に１８，
１５６冊、内小・中学校４５校には６，１５９冊の貸
出）。
　さるびあ図書館の臨時休館中は配本も中止しました
が、小学校からは昨年度を超える依頼がありました。
〈２０１３年度実績：地域文庫延べ４回２５４冊、小・
中学校延べ７回１，１０２冊〉
　リサイクル資料は児童書を中心に提供しました。
〈２０１３年度実績：地域文庫等延べ１３団体計５０６
冊、小・中学校延べ１５校計９５３冊〉

B1
地域文
庫等へ
の支援

　地域文庫は、地域におけ
る子どもたちの読書推進と
いう重要な役割を担ってい
ます。また、読書会は本を
通じてお互いが高め合い、
深め合うコミュニケーショ
ンの場としても、大きな意
義のある活動です。地域文
庫をはじめとする読書に関
わる各種団体に、資料や情
報、施設等の提供を通じ
て、その活動がいっそう活
発になるよう支援します。

2

ボラン
ティア
への援
助・育
成
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（２０１３年度）

２０1３年度 指
標

外部評価者（図書館協議会）
のコメント

外
部
評
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己
評
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大
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項
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Ⅴ 公共施設として果たすべき機能を有した図書館

1 図書館のPR

1

図書館
サービ
スの市
民への
ＰＲ

　図書館サービスをマス・
メディア等の媒体で広く宣
伝し、利用者の拡大に繋げ
ます。

　「生涯学習ＮＡＶＩ」等
に図書館サービスの紹介記
事の掲載を継続して行いま
す。また、図書館のホーム
ページを有効に活用して、
図書館のＰＲ・普及に努め
ます。

記
述

　２０１３年度から全館で開催の「第３回まちだとしょ
かん子どもまつり」は、「まちだの教育」「生涯学習Ｎ
ＡＶＩ」「図書館ホームページ」等で積極的にＰＲを行
いました。
　これにより、イッツコムチャンネルの取材申し込みが
あり、ＣＡＴＶで放送される結果となりました。また、
図書館ホームページでは各種行事案内、移動図書館の巡
回日程など、情報を適宜掲載しました。

B B

　従来から取り組んだ「まちだの教育」「生
涯学習NＡVI」以外にも様々な媒体を利用した
PRが必要です。特に図書館ホームページは、
市民の利用が多い媒体ですからより情報が分
かりやすいように改善することが望まれま
す。

2 快適で、居心地の良い施設環境

1

危機管
理・リ
スクマ
ネジメ
ント

　図書館利用で発生するト
ラブルに対し、適切な対応
ができるよう「危機管理マ
ニュアル」の活用を推進し
ます。常に職員一人一人が
危機管理の意識を高め、利
用者の安全と、快適な読書
環境を確保するよう努めま
す。

　「危機管理マニュアル」
と震災等を想定した災害時
の避難誘導研修を、新規配
属の職員および未受講者に
行います。また、避難誘導
のマニュアル化を検討しま
す。

記
述

　震災以降は、避難誘導・救急対応等の災害対策研修と
危機管理研修の２本立てで行っています。ビデオによる
救急対応・避難誘導も研修に盛り込み、理解しやすい工
夫をしました。また、危機管理では実際にあったケース
を紹介し、正しい状況判断ができるように説明しまし
た。避難誘導のマニュアル化は検討にいたりませんでし
た。
　参加者２４名（新規採用者９名・未受講者１５名）。

B C

　避難誘導のマニュアル化が検討されなかっ
たことは評価できません。各館ごとの避難誘
導マニュアルの作成とそれに基づく研修が早
急に必要です。

　庁内貸出が前年比で増加したことは、この
サービスが一定の認知を受けていることの現
れと見なせますが、それに対して庁内レファ
レンスが減少している理由の分析が必要で
す。また行政と議会に対するサービスは別々
に捉えることも必要です。

　市議会議員の調査活動や
市職員の業務等に、図書館
の資料と機能をいっそう活
用してもらうよう、様々な
機会を通じて行政内部に向
けて図書館の有効性をＰＲ
します。

①庁内レファレンスのＰＲ
を継続して行います。
②市議会議員向けレファレ
ンスサービスのＰＲを行い
ます。
③毎月、職員ポータルサイ
トに「市議会議員＆市役所
職員の皆さんへ　新着･お役
立ち資料のご紹介」を掲載
するとともに市議会議員へ
の配布も実施します。
　上記を実施したことによ
り、貸出冊数を２０１２年
度実績の３％増加させるこ
とを目指します。また、レ
ファレンス件数は、２０１
２年度実績を上回ることを
目指します。
　<２０１２年度実績：庁内
貸出３２０冊・庁内レファ
レンス連絡票４４件>

数
値

　町田市新規採用職員向け「図書館の賢い使い方｣ガイダ
ンスを６月に実施しました。
　毎月、職員ポータルサイトに「市議会議員＆市役所職
員の皆さんへ　新着･お役立ち資料のご紹介」を掲載（市
議会議員へは配布）しました。
　市議会の改選があったため、新人議員の方には図書館
が利用できる旨ご案内をしました。
　〈２０１３年度実績：庁内貸出４４５冊（前年度比３
９％の増加）・庁内レファレンス連絡票３３件（前年度
比１１件の減少）・市議会議員レファレンス３件〉

B B2

図書館
サービ
スの行
政内部
へのＰ
Ｒ
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2

快適
で、居
心地の
良い施
設環境

　建物の経年変化に対応
し、維持管理に必要かつ適
切な修繕を行います。

　２０１３年度に予定され
ている修繕を確実に行うと
ともに、緊急なケースにも
対応します。今年度は緊急
修繕料が減ったため、工夫
して予算執行します。

記
述

　２０１３年度に予定されていた修繕に加え、緊急修繕
を含む、５館４４件（施設修繕４２件、備品修繕２件）
の修繕を実施しました。中央図書館では、ホール映像機
器修繕を行いました。さるびあ図書館は、耐震工事が完
了しました。実施にあたっては各関係機関と協議・調整
を行いました。年度末には中央図書館のホール空調機を
修繕しました。

A A
　単年度目標で予定されていた修繕、緊急修
繕ともに実施されたことは評価できます。

3 市民にとって使いやすい施設

1

開館
日・開
館時間
等の改
善

　図書館利用の利便性向上
とともに、費用対効果の観
点から適正な開館時間等の
検討を行い、必要に応じた
変更を検討します。

　適正な開館時間等につい
て、全庁的な視点から、機
会を捉えて、検討を行って
いきます。

記
述

　検討を行った結果、鶴川駅前図書館および（仮称)忠生
図書館にセルフ予約資料受取コーナーを設置し、施設の
開館時間中であれば図書館が開館していない時間帯（開
館前・閉館後・休館日）でも予約資料を借りられるよう
にすることで、開館時間の拡大と同様のサービスを行う
こととしました。また、成瀬コミュニティセンターの増
築に合わせ、セルフ予約資料受取コーナーを設置するよ
う関係部署との調整も行いました。

A B

　セルフ予約資料受取システムの導入は、予
約・貸出サービスを拡大するものの、他の図
書館サービスには繋がりません。その観点か
ら開館時間の検討が必要です。各館ごとに利
用者のライフスタイルを考慮しながら検討す
ることが望まれます。

（１）貸出条件、返却ポイ
ント等について検討しま
す。

　貸出冊数の上限および返
却ポイントについて、引き
続き検討します。

記
述

　貸出冊数の上限については、具体的な検討を行うこと
ができませんでした。
　返却ポイントについて、返却専用ポイントの増設の検
討は行いませんでしたが、成瀬コミュニティセンターの
増築に伴い、予約資料受け渡しサービスを行うことを予
定しており、それに合わせて返却資料受付サービスも行
うことで、ポイントの拡大を図っていきます。

B C

　貸出冊数の上限について検討出来なかった
点は評価できません。また返却ポイントの増
設は利用者の要求が多いサービスです。増設
の検討を行い、その結果の提示が求められま
す。

（２）図書館が身近にない
地域を中心に、図書館以外
の既存公共施設を活用した
予約資料の受け渡しシステ
ムを構築します。

　 小山市民センター、忠生
市民センター、南町田駅前
連絡所で行っている予約資
料の受渡し事業を検証し、
問題があればその改善策を
検討します。また、地域セ
ンターの建替えに伴い、
サービスの拡大につながる
よう検討します。

記
述

　現在サービスを展開している施設は、順調に取扱い件
数を伸ばしております。前年度に比べ１１％増の４７,３
４２冊となりました。また、端末を設置していない中
で、特に大きな問題もなく、全体的に安定していると思
われます。
　現在、成瀬コミュニティセンターでサービスを行うこ
とを予定、つくし野コミュニティセンターの改修にあわ
せてサービスの拡大を検討中です。

A A

　予約本の受け渡しについては順調に利用が
伸び、利用者の利便性に応えたサービスとし
て評価できます。しかし、本サービスでは、
予約・貸出サービス以外の図書館サービスに
応えることはできません。

2

貸出・
返却場
所等の
条件
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）

Ⅰ 適正かつ効率的な運営をめざす図書館

1 市立図書館のはたすべき役割と理念に基づく図書館運営

1

運営理
念に基
づいた
業務の
実施

　館の運営理念やサービス目標が職
員に徹底され、個々の業務が効率
的・効果的に実施されるようにしま
す。

　２０１０年２月諮問し、２０１１年７月町田市の
新たな図書館運営理念と目標について、図書館協議
会から答申を受け、その理念と目標を達成させる計
画として、２０１３年４月「図書館事業計画」を策
定しました。第一期図書館評価最終年度となる２０
１３年度は、「図書館事業計画」実施初年度となっ
ています。

　理念と目標に基づいて事業計画を策定し運営しつつあります。今後ともそ
の姿勢で図書館運営がなされることに期待します。

2

「図書
館の自
由に関
する宣
言」に
則った
運営

　「図書館の自由に関する宣言」の
趣旨に則った運営が行われるよう、
「図書館の自由」に関する研修等を
日常的に行い、職員の問題意識の向
上に努めます。また、問題が発生し
た場合には、館内に設置されている
「図書館の自由に関する委員会」を
中心に組織として問題に対応するよ
うにします。

　図書館の自由委員会を定例で開催し、検討を要す
る事例に即時に対応できる体制をとっています。検
討結果は職員に周知し、検討結果票をまとめ蓄積し
ています。新人以外の職員への研修、一般市民への
啓発がまだ不足しているため、今後の課題となって
います。

　町田市立図書館として独自に図書館の自由委員会にて随時対応できる体制
を設けていることは評価できます。職員への啓発も積極的です。今後は図書
館の自由について市民への啓発活動が課題といえます。

3

計画的
な図書
館施設
整備の
検討・
推進

　老朽化した施設の建替えや新たな
図書館の設置などを計画的に行うた
め、図書館整備に関する中・長期的
な方針を策定します。

　「地域図書館２館（鶴川駅前図書館、（仮称）忠
生図書館）の整備」を『町田市新５ヵ年計画』（２
０１２年度～２０１６年度）の重点事業に位置づけ
ることができました。
　鶴川駅前図書館については、２０１２年１０月に
開館、サービスを開始しました。（仮称）忠生図書
館については、２０１５年５月の開館に向け、現
在、準備を進めています。

　公立図書館は全域サービスが必須です。その点から地域館整備が順調に進
んでいることによって市民サービスへの向上が見られます。今後ともより一
層の図書館整備計画を期待します。

2 市民ニーズや時代に適した図書館運営

1

利用者
アン
ケート
の実施

　市民ニーズ把握のため、定期的に
アンケートを実施し、業務に反映し
ます。

　図書館評価のアウトカム（成果）を測定する指標
として、利用者アンケートを実施しました。利用実
態の把握や市民ニーズの収集などを行い、利用者の
声を業務に反映させ、よりよい図書館事業展開のた
めに役立てました。
　２００９年度　全６館で実施　回答数２２８２件
　２０１２年度　全７館で実施　回答数２５６６件

　利用者ニーズの収集はサービス改善に重要な要素であり、詳細なアンケー
ト実施は評価できますが、３年に一度ではリアルタイムの利用者ニーズの把
握には繋がりにくいと言えます。詳細ではなくても、アンケートの実施頻度
を短くし、最新の利用者ニーズを把握する方法を検討し実施してください。

大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント

2
経費節
減への
取組み

（１）町田市有料広告掲載取扱要綱
に従い、図書館の発行物や施設の一
部を民間事業者等に有償提供し、独
自財源の確保に努めます。

　この５年間、図書館ではバナーの活用など広告の
機会を拡大してきましたが、広告レシート寄贈や図
書館カレンダーの寄贈については、一時期はあった
ものの新規の応募がなく、広告事業としては見直し
が必要です。
　なお、パンフレットラックの設置料については、
継続的な安定収入となっています。

　独自財源確保の努力は評価できます。さらなる工夫を期待します。

（２）2007年度に策定された「定
員適正化プラン」（２００８年度～
２０１１年度）に従って、常勤職員
にかかる人件費の縮減に努めます。

　２００７年度に策定された「定員適正化プラン」
（２００８年度～２０１１年度）に従い、予定どお
り常勤職員を削減し人件費を縮減しました。

　計画通り人件費は削減できましたが、正規職員を減らしたことにより非正
規職員が増えたことについては今後の図書館サービス上の懸念材料となりま
す。図書館サービスは人的サービスですので図書館がさらに非正規化が進む
ことに憂慮します。

3
効率的
な図書
館運営

　資料１点当たりの貸出コスト（Ａ
Ｖ資料含む）の削減に努めます。２
０１１年度までの目標値を２６４円
とします。〈２００７年度決算ベー
ス実績２７２円〉

　図書館評価を行うことにより、貸出コストの経年
変化を見やすく示すことができました。

　貸出コストの削減の目標は達成していますが、図書館サービスにとって効
率的な運営とは何か、経費削減だけでなく他の指標も含めて検討してくださ
い。

3 図書館員としてふさわしい人材の配置と育成

1
職員の
構成

　より質の高い図書館サービスを提
供するために、専門性を持った人材
を増やします。２０１１年度までに
常勤職員（一般事務職）・嘱託職員
の司書資格保有率を８３．２％とし
ます。その実現にむけて、異動等で
新たに図書館へ配属された職員のう
ち、司書資格の取得を希望する職員
を司書講習に派遣します。〈２００
９年４月１日現在７８．８％〉

　中期的計画の司書保有率８３．２％（２０１１年
度）は達成できましたが、２０１３年度まで司書保
有率８３．２％を維持することはできませんでし
た。また、職員の司書講習への派遣も実施できませ
んでした。
　職員の司書保有率は市役所全体の人事異動に左右
されるため、今後は、司書講習派遣予算の確保や司
書資格保有者の図書館への異動など、関係各課に働
きかけをすすめます。

　図書館サービスには司書の専門性が不可欠です。より多くの職員が司書資
格を取得することを望みます。

2
職員の
人材育
成

　人材育成としての人事考課や全庁
的な職員研修と併せて、図書館独自
の研修を実施することにより、図書
館職員並びに自治体職員としてのス
キルアップを図ります。

　職員数の増加により全体研修は実施できなくなり
ましたが、その他の研修については、内容を変えた
り工夫をしながら実施しました。また文学館主催の
研修に参画する取組みも行いました。今後も引き続
き、同様の取組みを行っていきます。

　多様な利用者ニーズに応えるためには、司書の専門性を高める研修が大切
です。館内研修のみならず、館外研修にも正規・非正規の枠を越えて今以上
に職員を積極的に派遣し、司書としての専門性を高めることが望まれます。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
Ⅱ 基本を大切にした図書館

1 市民に親しまれる図書館

1
利用者
の拡大

　より多くの市民に利用される図書
館を目指します。２０１３年度の有
効登録者数（在勤・在学を含む）を
市民の３０％とします。〈２００９
年3月末現在２５．３％〉

　５ヵ年計画のうち３年目まで、登録率は伸び悩み
ました。２０１２年１０月の鶴川駅前図書館開館に
より鶴川地域の 新規登録は増加しましたが、目標値
に達しませんでした。５年間トータルで見ると、ほ
ぼ横這いです。今後は、既登録者に継続して図書館
を利用してもらえるような方策を検討し、実行に移
します。

　中期的計画の数値目標を達成することができませんでした。利用者伸び悩
みの要因として、利用者への図書館サービスＰＲの他、利用者のニーズに応
じた図書館サービスの展開が必要です。そのためにも町田市全体の登録者数
や各館別の登録者数について分析するなど多面的な検討を行い、各館ごとの
地域に根差した方策を検討する必要があります。

　２００９年・２０１２年のアンケートで、①職員
の態度②親しみやすさ③資料に対する知識④個人情
報への配慮の４項目についての満足度を調査しまし
た。
①職員の態度の満足度ポイントは、２００９年度時
点でも４．１３とかなり高く、２０１２年度時点で
はさらに０．１１ポイント上昇して４．２４となり
ました。
②親しみやすさの満足度ポイントも２００９年度時
点で４．０３と十分高く、２０１２年度時点ではさ
らに０．１０ポイント上昇して４．１３となりまし
た。
③資料に対する知識の満足度ポイントは２００９年
度時点で３．６２、２０１２年度時点では０．０３
ポイント上昇して、３.６５となりました。
④個人情報への配慮の満足度ポイントは２００９年
度・２０１２年度ともに３.６７でした。
　今回の図書館評価に基づくアンケートにより、職
員の市民対応についての満足度を知ることができた
のは、非常に意義深いことでした。また、④個人情
報への配慮を除く３項目について３年間で満足度ポ
イントが上昇したことは、「市民により親しまれ信
頼される職員」を目指した職員の市民対応が適切な
ことを表しています。④個人情報への配慮について
は、市民へのＰＲを今後も積極的に行っていく必要
があるものと考えます。

　市民により親しまれ信頼される職
員を目指し、市民対応についての満
足度を向上させます。

職員の
市民対
応

2

　本項目で言う「職員」とは、公務員としての市民サービスを提供する立場
のみならず、図書館職員としての高度に専門性を有するサービスを提供する
専門的職員としての評価と考えます。その点において図書館職員としての望
ましい利用者対応ができた背景には、司書資格保有や研修による専門性の育
成、日常業務における司書としての自覚などがあったと言えます。図書館
サービスは人的サービスです。図書館職員としての専門性を高めるために更
なる司書資格取得、外部研修への職員派遣など積極的に行われることを期待
します。

3／12



◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目
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コメント
2 市民にとって魅力的な資料収集

1
図書資
料の収
集

　市民のニーズに応えることを基本
とし、利用頻度の高い本と図書館と
して所蔵しておくべき本とのバラン
スを考慮しながら、各館の規模や立
地条件に応じた新鮮でかつ奥行きの
ある資料収集を行います。

　選定会議を毎週行い、利用者アンケートの結果、
各館の蔵書構成やリクエスト状況を踏まえた選書を
行いました。
　また、資料保存のあり方について検討し、除籍方
針の見直し・改訂を行いました。
　さらに、旧忠生五小から旧本町田中へ外部書庫の
移動を行いました。

　図書館資料は図書館における情報サービスを支える基盤です。町田市立図
書館の資料収集活動は、見計らい選書（直接選書）を中心とし、選定会議が
毎週行われるなど、キメの細かい作業によって支えられており、その結果、
収集から提供までの時間が短い点など、他公立図書館と比較しても優れてお
ります。しかし、資料費削減のため、十分な資料収集ができなくなりつつあ
ることを危惧いたします。また全館にわたる収集方針や除籍方針を市民に積
極的に説明する姿勢も望まれます。

2
雑誌・
新聞の
収集

　できるだけ広い分野にわたって、
最新の情報を提供することを基本と
し、公立図書館として最低限必要な
保存機能についても考慮しながら、
バランスの取れた収集・保存を実施
します。

　雑誌・新聞のバランスのとれた収集・保存は、図
書館の本来業務として常に工夫・改善を加えてきま
した。全館のバランスを見て収集を行うため雑誌担
当者会議も、毎年１回継続開催しています。また、
２０１２年度からは「タイトル別回転数」などの
データを活用・分析し、参考にしています。

　雑誌・新聞は、情報の速報性、専門性と継続性において需要の高い資料で
す。また保存して提供することで記録としての価値も生まれます。この様に
個人の能力を越えて、複数誌（紙）を収集、保存、提供できるのも図書館な
らではの機能と言えます。市立図書館として望ましい規模での購入と提供、
保存と除籍について模索してきたことは評価できます。なお、その結果を収
集方針や除籍方針として公表することとともに、それに見合う資料費の増額
が望まれます。

3 市民の要望に応じた資料提供

　資料の貸出は、図書館にとって
もっとも基本的なサービスです。
2013年度までに個人貸出につい
て、市民一人あたりの貸出冊数（図
書・雑誌）を１０冊以上にします。
〈２００８年度実績９．４５冊〉

図書資
料貸出
サービ
ス

1

　２０１０年にＷｅｂ上での貸出延長手続きが可能
になったことや、センターなど３施設での予約資料
の受渡しサービスを開始したことなどにより、２０
１０年度までは貸出冊数が順調に伸びました。２０
０８年度実績と比較して、０．２２ポイント増の
９．６７冊になりました。
　２０１１年度はリクエスト冊数の上限を２０冊か
ら１０冊に変更したことなどにより、０．１５ポイ
ント減の９．５２冊になりました。
　２０１２年度は、鶴川駅前図書館のオープンによ
り、０．１６ポイント増でした。
　２０１３年度はさるびあ図書館の耐震工事による
長期休館などにより、０．２２ポイント減となり、
５年間でほぼ変わらない結果となりました。
　今後は、（仮）忠生図書館のオープンや、予約資
料受渡しサービスの拠点を拡大することで、サービ
ス拡大を進め、市民一人あたりの貸出冊数を増やし
ていきます。

　気軽な貸出サービスは、利用者の最も求める図書館サービスの一つです。
貸出冊数は、人口４０万以上の都市（政令指定都市、特別区を除く）におい
て、２０１１年度でも全国４位であり、蔵書回転率では全国トップであり評
価できます。また貸出サービスの仕組みは、この５年でより利用しやすい方
向へと進化しましたが、目標の市民一人あたりの貸出冊数１０冊以上に届き
ませんでした。９冊で横ばいになる原因を考察の上、今後の事業の展開に期
待します。貸出ポイントの充実とともに、返却ポイントの拡充も検討の余地
があると考えます。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント

2

リクエ
スト
サービ
ス

　市民の求める資料を確実に提供す
るためにはリクエスト制度が不可欠
です。制度のさらなる充実にむけ
て、ハード・ソフト両面にわたる環
境整備を検討し、実施します。

　各館でリクエストランキングの掲示や特集コー
ナーの実施、ポスター掲示などリクエスト制度のＰ
Ｒに努めました。
　２０１０年度センター受け取りの開始、２０１２
年度鶴川駅前図書館の開館等、利用者の利便性の向
上を目指した取り組みでの増加はみられたものの、
全体の件数としては減少が続いてしまいました。原
因としては、主に２０１１年１０月に予約冊数の上
限を２０冊から１０冊に変更にしたことと、図書費
が減額（例えば、中央館ですと２０１２度年２０１
３年度の図書費が２０１１年の４０％減）により、
資料の回転の低下や借用対応により、利用者への提
供に思った以上の時間がかかってしまったことが考
えられます。

　２０１０年度の市民センター受け取りの開始、２０１１年度の鶴川駅前図
書館の開館は、制度充実のための環境整備の取り組みとして評価できます。
２０１１年度の予約冊数上限の変更や近年の図書費の減額は予約件数減少の
大きな要因となっていると考えられ、利用者ニーズや利用状況を踏まえた制
度の更なる改善と図書費予算増額のための積極的な取り組みが求められま
す。

3

視聴覚
資料貸
出サー
ビス

　図書資料とは異なる視聴覚資料の
特性を考慮するとともに、公立図書
館でなければ提供できない資料に重
点を置いた収集・提供を行います。

　特集事業などで、視聴覚資料以外の書籍資料など
の展示コラボレーションを拡大し、利用者の興味の
範囲を広げるよう工夫しました。CDのコレクション
も、主流である音楽以外の分野のものも収集・提供
するようしてきました。減少傾向にあるディスクメ
ディアの利用をどう促していくかが、課題です。

　視聴覚資料全体の貸出件数は、年々減少傾向にあり、メディアの変化や
ネット配信の普及が背景として考えられます。これに歯止めをかけるには、
地域館でもサービス提供を行う、図書館向けの音楽配信サービスを導入する
などの抜本的な方策を講じない限り難しいのではないでしょうか。古いメ
ディアであっても、それらを蓄積・保存し、利用環境を維持していくことは
図書館の大切な役割の一つです。民間のレンタル業者やネット配信サービス
とは一線を画す、公立図書館ならでのサービスを考え、展開していく必要が
あります。

4
延滞資
料への
対策

　貸出資料に占める延滞資料の割合
を引き下げます。

　２００９年度からは、「紛失手続き中」のまま弁
償されずにいる資料についても、延滞と同様に督促
等を行い、それ以来、定型業務として継続してきま
した。
　貸出停止に至る利用者は減少傾向にあります。
　一方で、より合理的で効果的な貸出停止のあり方
についての検討をすすめ、新システム導入とともに
新しい方式に移行すべく、素案を作成しました。

　２０１５年３月のシステム更改後に実施される新しい督促方法により、状
況をさらに改善していくことが望まれます。なお、督促効果の測定にあたっ
ては、貸出停止者数の増減だけでなく、督促数や督促に対する返却数の割合
などのデータについても、定期的に把握していくことが必要です。

4 市民の求める情報の提供

1

レファ
レン
ス・
サービ
スの利
用促進

　利用者の調査・研究の援助をする
こと（レファレンス）は、貸出しと
ならぶ図書館の重要なサービスで
す。潜在的ニーズの掘り起こしや、
利用者のレファレンスに対する認知
度が上がるような改善に取り組み、
利用者にとってより身近なレファレ
ンスサービスを目指します。

　身近なレファレンスサービスを目指して、折に触
れてレファレンスをPRできるよう広報等を行いまし
た。レファレンス講座や、中高生向け講座を実施し
て、利用者がよりよく図書館を利用できるようご案
内すると共に、レファレンスサービスの紹介もしま
した。
　どこの館でもレファレンスサービスが受けられ、
必要に応じて中央図書館につなげられるように、職
員研修も実施しました。

　２０１２年度の利用者アンケートの結果を見ると、レファレンス・サービ
スを「利用しない」６５％、「知らない」６％と、利用度、認知度ともに高
いとは言えない状況です。潜在的なニーズは確実にあるはずであり、Ⅱ—４
－２、Ⅱ—４－３の事業と一体となった取り組みを行うことはもちろん、親
しみやすく、利用しやすいサービスにするための更なる工夫や生涯学習と連
携して利用に結びつけるなどの取り組みも検討される必要があると考えま
す。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
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目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント

2

レファ
レンス
資料と
ツール
の充実

　質問内容の多様化・専門化に対応
できるように、電子媒体等も含め多
種多様なレファレンス資料の充実に
努めます。また利用者自らが調べも
のに活かせるように、過去のレファ
レンス事例の整理に取り組み、それ
を基にしたツールの作成・充実に取
り組みます。

　データベースとしては「ヨミダス歴史館」が増え
たのみですが、その他内部で使える一覧資料を作成
したり、レファレンス資料の充実に努めました。
　利用者の調べ物の助けになるよう、パスファイン
ダー各種を作成しました。
　レファレンス事例の有効活用を考え、レファレン
スシステムやレファレンス協同データベースへの登
録を積極的に行いました。
　いずれも一定件数の蓄積ができ、今後のレファレ
ンスに役立つものと考えます。

　パスファンダーの作成やレファレンスシステムへの登録は継続と蓄積に
よって価値が生まれます。今後もレファレンス資料と利用者を結びつけるた
めの様々な方法を模索していく必要があります。
　また、インターネット検索機器が整備される計画がある中、パスファイン
ダーの蓄積やレファレンス事例の登録も、インターネットで公開することに
より一層の活用が期待されます。電子媒体の資料の充実と、蓄積された資料
の活用が課題だと考えます。

3

利用者
支援
（図書
館入門
講座）

　図書館利用に不慣れな市民を対象
に、資料の探し方や予約の仕方など
を案内する図書館入門講座をさらに
充実させ、図書館資料を自在に活用
ができる市民がひとりでも多くなる
ように支援します。

　実施回数の年間５回は変わらずですが、内容で
は、実施時間を変えたり、バックヤードツアーを始
めたり、できるだけ多様な利用者が図書館入門講座
に参加できるように工夫しました。アンケート結果
には、普段見られない裏側を見たり話を聞けてよ
かった、検索機の使い方がよく分かった、これから
はもっといっぱい利用したい、などの声があり、満
足度の高いものでした。参加者が延びない回もあ
り、広報に工夫が必要と考えます。市民の図書館活
用の幅が広がる一定の支援は出来たと考えます。

　資料の充実に努めると同時に、利用者を支援していくことも、図書館の役
割としては重要です。利用者のスキルアップは図書館の成長に欠かせませ
ん。図書館が手助けをすることにより図書館をさらに有効に利用できる様々
なタイプの利用者を想定し、一律に入門講座とせず、柔軟に利用者に働きか
ける発想も必要です。また、動画配信や短時間の講座で開催回数を増やすこ
となども検討してください。

5 生涯学習の拠点としてのサービス

1 映画会

　日頃、図書館を利用していない市
民も多く足を運んでくれる映画会
は、図書館に親しみを感じてもらえ
る絶好の機会です。この機会を利用
して、映画を愉しむと同時にその他
の図書館資料の利用にも繋がるよう
な取り組みを行い、より多くの市民
の図書館利用を促進します。

　ここ数年では、視聴覚資料のみならず全体特集な
どにも取り組んで、書籍の貸し出し促進にも積極的
に携わるようになりました。また、入場に関してフ
リー制から整理券方式になったことも大きな変更で
した。入場時の混乱がなくなったことで、お客様か
らも大変好評をいただきました。常に多くの方に楽
しみにしてもらえる文化事業であると考えます。

　商業映画館が町田駅周辺から撤退した今日、図書館の映画会は地域の映画
文化を支える役割を担っていると言えます。入場方式の改善や上映する映画
の選択の工夫など、映画会に対する取り組みは前進しました。邦画を含めた
上映内容の更なる工夫や文学館など他の施設の催しとの連携を広げることに
より、固定客に加え新しい観客層の開拓にもつながると思われます。

2
文化講
演会

　より多くの市民に図書館へ足を運
んでもらえるよう、民間団体や庁内
他部署と連携し、魅力的なテーマの
講演会を定期的に開催します。

　参加者数は安定し、一部の講演会は常にほぼ満員
の状況が続いています。予算は実質１回分しか無い
中、外部団体や庁内他部署の協力を得ながら継続す
ることができました。今後も安定した集客が見込め
ると考えます。

　文化講演会はＮＨＫとの共催事業を中心として確実な成果を上げていま
す。共催でこの事業を進める上では、さらに共催する対象の発掘にも力を入
れ、内容面でも図書館の主体性が発揮できるような講演会を工夫することも
必要だと考えます。
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第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
Ⅲ 誰もが利用できる図書館

1 子どもの読書環境の整備支援

1

「第二
次町田
市子ど
も読書
活動推
進計
画」

　２０１０年から２０１４年を計画
期間とする「第二次町田市子ども読
書活動推進計画」を２００９年度に
策定しました。今後は関連団体・部
署等と連携して計画的に子どもの読
書活動の振興を図ります。

　２００９年度に「第二次町田市子ども読書活動推
進計画」を策定しました。それを基に２０１１年度
から、団体・市民・関係各部職員からなる推進会議
を設置し、計画通り開催しました。その中で、委員
からいただいた意見を元に読書活動推進の各取組を
すすめることができました。また、子どもの読書活
動推進イベントとして、２０１１年度から「まちだ
としょかん子どもまつり」をボランティア団体と共
催で開催し、図書館や本により親しみを持ってもら
うことができました。

　取組状況報告書によれば、市役所の各部署でいろいろな取り組みがなされ
ているのは分かりますが、ばらばらに活動している点が課題です。各地域で
各部署やボランティアが連携して横断的な活動をすることで読書活動をより
効果的に推進でき、その情報を地域でまとめて市民に伝えることで市民が参
加しやすくなると思います。
子どもまつりは、図書館と市民とが連携して子どもを図書館にいざなうよい
企画です。これを継続発展させるためには、図書館が必要な予算を計上し、
今まで以上に関連団体、ボランティア等との連携を工夫しながら積極的に取
り組むことを望みます。

2

おはな
し会・
ブック
トーク

　子どものころから読書の習慣を身
につけることは、長い人生を生きて
いくうえで大変大きな力になりま
す。心地よいおはなしに耳を傾け、
未知の本と出会うことで子どもたち
の世界はいっそう広く豊かになりま
す。より多くの子どもたちに楽しい
時間と場所を提供します。

　各館乳幼児向けおはなし会やブックトークに力を
入れ、回数や活動の場所を増やしたり、また、ニー
ズに合わせて開催時間を見直したりしました。この
ように内容の充実を図ったことで、楽しい時間と場
所を提供する機会を増やすことができました。一
方、さるびあ図書館の耐震工事に伴う長期休館の影
響で、休館以外の時期の参加者数にもマイナスの影
響がでてしまいました。

　図書館でのおはなし会が回数、内容ともに年々充実してきていることは喜
ばしいことです。図書館員及びボランティアの養成など、図書館の努力の結
果です。小学校高学年、中学ではブックトークがおはなし会以上に子ども達
と本とをつなぐ効果的な手段であると思われるので、ブックトークができる
職員やボランティアを増やすべく、研修の機会を増やしてください。また、
子ども達がお話を聞く機会を増やすために、
① 図書館の主催だけでなく、地域のおはなしボランティアグループ、地域
文庫等とも連携して、図書館おはなし会室でそれぞれの団体による開催、あ
るいは図書館との共催のおはなし会などを実現するための可能性を探ってく
ださい。
② 地域におけるおはなし会の情報（地域の図書館、子どもセンター、保育
園、子ども文庫などで定期的に行われるおはなし会の日程一覧と地図と連絡
先を記載）などの作成配布を望みます。

3

みんな
でよも
うこど
もの本

　図書館員が新刊児童図書の中か
ら、子どもの心を育む本や、興味を
喚起させ知識欲にこたえる図書を選
び紹介することで、子どもと本との
出会いの機会を増やします。

　予定通り編集・発行するとともに、ホームページ
への掲載や教室等に掲示することにより、子どもと
本の出会いの機会を増やしました。
　また、小学校での活用状況のアンケートを通し
て、より一層の周知を図ることができました。
　別途、年齢別ブックリスト（「本のたからじま」
３・４・５さい、しん１ねんせい、１・２年生、
３・４年生、５・６年生）を作成し、配布しまし
た。

　学校図書館の図書指導員や担当教諭、文庫メンバーなどが参加する団体利
用者懇談会で、取り上げている本の紹介を行うなど、さらに有効利用するこ
とが望まれます。
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大
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目
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中
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第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
2 学校・学校図書館との連携

1
学校図
書館支
援貸出

　授業における図書の活用や、児童･
生徒の図書館利用促進を目的とし
て、学校図書館の支援および連携を
強化します。 その手段として、全
小・中学校への巡回による学校図書
館支援貸出制度の確立及び、活用促
進を図ります。

　２０１３年度は、実務を担当するさるびあ図書館
の臨時休館という例外的状況が生じたこともあり、
貸出冊数は前年実績の６割に留まりました。しか
し、事業開始以来、利用回数も貸出冊数とも年々増
加していました。その数値の推移が事業の必要性・
有効性を示していると考えます。一方で、本事業が
学習支援としてより有効に活用されるためには学校
サイドとの連絡・調整が必要です。

　学校図書館支援貸し出しは、学校図書館を支える重要な役割を担う制度で
す。この５年間で登録校は全体の９０％に達し、事業が軌道に乗ってきたこ
とがうかがえます。しかし、登録校は増えているのに、依頼件数、貸し出し
冊数ともに大きく減少しております。学校によっては制度を十分に活用しき
れていない面もあるようです。制度が有効に利用されるためには、学校図書
館の改善も必要です。当協議会では２０１３年７月に「緊急提言　学校図書
館に学校司書配置を」を提出しています。町田市立図書館としては、学校に
対して学校図書館支援貸し出し制度の周知をはかるとともに、公共図書館と
の連携を深めてもらうためのさらなる働き掛けが必要です。

2
職場体
験

　2005年度から始まった中学生職
場体験事業は、多くの生徒に図書館
への理解を深め、親しみをもっても
らう機会として位置づけ、今後も積
極的に一定人数を受け入れます。

　図書館全館で積極的に生徒を受け入れました。報
告書より、多くの生徒の図書館に対する理解が深ま
り、より親しみを持ってもらえたことが確認できま
した。

　職場体験実習生を受け入れることには多大なエネルギーを使われたと思い
ますが、この実体験は子供たちの将来に必ずや生かされるに違いないと思い
ます。今後共、事業の継続と内容充実に努めてください。

3 高齢者や障がい者への資料提供

1
障がい
者サー
ビス

　誰でも同じように図書館を利用で
きるよう、特に視覚障がいや身体障
がい等により図書館利用が困難な市
民へのサービスに力を注ぎます。障
がい者サービス（対面朗読、点字・
録音資料の作成・貸出し、宅配等）
の存在を知らない市民へのＰＲに努
め、利用登録者の増加を図ります。

　障がい者サービスの利用者は高齢の方が多いた
め、新規の申し込みがあっても同数程度の登録抹消
者が発生してしまい、目に見える形で登録者数を伸
ばすのは難しいところがあります。しかし、ＰＲの
効果もあり５年間で増加傾向となりました。図書館
評価の導入により、様々なＰＲ方法を検証し、実施
してきたことは障がい者サービスのあり方を考える
機会にもなりました。
　インターネットの普及などにより点字・録音資料
貸出タイトル数は減少傾向となりました。しかし、
対面朗読利用件数は２０１０年度の４０５件から４
７２件に増え、今後のサービスのあり方を考える
きっかけになったと思います。

　障がい者サービスは、想像以上にきめ細やかな工夫や努力が求められると
思われ、対面朗読利用件数が2010年度の405件から13年度の472件に増
えているのは、担当者の多大な努力のたまものです。2014年1月の利用者
懇談会「障がい者サービスを知っていますか」の開催は画期的な催しでし
た。「障がい者サービス」をさらに周知させるために広報そのほかのPR手
段をさらに活用する工夫をしてください。視覚障がい者への録音機器のデジ
タル化に合わせ、今後もデジタル化の情報を集めて長期的にボランティアを
養成される方向で取り組んでください。

2
資料宅
配サー
ビス

①宅配協力員による資料の宅配サー
ビスが市内全域で実施できるよう体
制を整備し、利用者数の増加を図り
ます。
②宅配協力員による、視覚障がい者
からの返却資料回収サービスを検討
します。

　この５年間で、宅配サービスの体制を整備し、市
内全域で実施できるようになりました。利用者数は
横ばいですが一人当たりの貸出数は年々増加する傾
向にあります。
　返却資料回収サービスを検討し、体制を整備しま
した。ＰＲに努め、その効果により、２０１４年度
は定期でのご利用が予定されています。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
4 図書館が身近にない利用者への資料提供

1
移動図
書館事
業

　図書館が身近にない地域の住民へ
移動図書館車巡回による継続的な図
書館サービスの提供を行います。ま
た、地域館整備の状況により、図書
館への来館が困難な老人施設等への
巡回への切替を検討します。

　移動図書館の利用は全体的に減少傾向にありま
す。鶴川駅前図書館の開館に合わせて市域全体で
サービスステーションの見直しを行いました。鶴川
駅前図書館開館前のポイントは利用が多く、開館後
に新たに設置したポイントはその利用量には及びま
せん。また、2012年10月からは新たなサービスス
テーションとして介護高齢者福祉施設「ヴィラ町
田」への巡回を開始しました。
　図書館が新たに開館すれば空白地帯は減少しま
す。まだ行きたい地域はありますが、移動図書館車
を安全に止められるポイントがなかなかないのが実
情です。利用しやすいサービスステーションの配置
を引き続き検討します。

　地域館の充実により移動図書館の利用者数や貸し出し冊数の逓減がある
中、来館の困難な老人施設などへの巡回は今後も大事な活動となるでしょ
う。需要の変化に対応し、あらたなサービスステイションを検討するなど、
今後もきめ細かなニーズ対応に努めてください。

Ⅳ 市民とともに歩む図書館

1 図書館活動への市民の参画の推進

1

図書館
協議会
への諮
問

　図書館サービスの向上のために、
運営に関する課題等について必要な
諮問を行います。

　図書館協議会では、２００９年度から開始した
「図書館評価」の外部評価を、手探りの中、行って
いただきました。年を追うごとに議論が深まり、一
定の型ができました。
　また、２０１１年度から、図書館協議会の審議範
囲を、図書館長からの諮問に限定せず、協議会の発
意による課題設定、提言を行えるようにし、２０１
２年度～２０１３年度には、「学校図書館との連
携」をテーマに検討いただきました。

　図書館の総括に「2011年度から協議会の発意による課題設定、提言を行
えるようにした」とありますが、実際はあまり機能しませんでした。今後は
さらに協議会の発意の課題設定、提言が行えるように、図書館側の各種活動
について可能な限り検討段階からの情報提供を望みます。

利用者
懇談会

2

　図書館サービスや運営に対して、
直接利用者の意見をいただき、反映
することを目的として、「利用者懇
談会」を年に1回定期的に開催しま
す。

　図書館サービスや運営に対して、直接利用者の意
見をいただき、反映することを目的として「利用者
懇談会」を年に1回定期的に開催してきました。ま
た、図書館協議会の２０１１年度外部評価の指摘を
受け、２０１３年度には、中央館と地域館の２館で
開催しました。その中で、多くの方に参加していた
だけるよう、開催日時を試行錯誤いたしましたが、
参加人数はのびませんでした。加えて最近は特定
テーマを決めて開催するように試みました。その中
で、おはなし会の開催時間についての意見をいただ
き、夏場のおはなし会の開催時間を遅らせたとこ
ろ、参加者が増加しました。利用者の声を反映さ
せ、より良い図書館運営ができるようになりまし
た。

　集まりやすい開催日の検討やテーマを決めた懇談会の開催など、ステップ
アップの試みが行われ評価できますが、おはなしボランティアの懇談会とは
目的が異なるので、併催ではなく、一般の図書館利用者向けに単独で行うこ
とが望まれます。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
2 図書館活動に関わるボランティアの支援

2

ボラン
ティア
への援
助・育
成

（１）おはなしボランティア・乳幼
児おはなしボランティアの養成講座
およびレベルアップ講座を開講しま
す。

　おはなし会ボランティア養成講座を予定通り開催
し、転出等による不足者を補うことができました。
また、新たにレベルアップ講座を実施して、必要な
スキルを身につけることができました（アンケート
結果による）。

　養成講座が順調に継続され、受講者数が伸びていることは喜ばしいことで
す。しかし、ブックトークの養成講座が開催されなかったことは残念です。
講座を新設し、複数年にわたっての開催を望みます。また、受講後のボラン
ティアが図書館だけでなく、既存の地域のおはなし会や文庫等で活動に協力
しながらレベルアップできるように養成講座で地域の団体の紹介などの情報
提供も希望します。

（２）音訳資料製作に携わるボラン
ティアに向けて実施する「音訳者養
成中級講座」の種類・回数を増やし
ます。

　この５年間、ボランティアや利用者の要望、図書
館資料のデジタル化などいろいろな視点で講座を開
催してきました。図書館評価の導入により、単年度
の講座として終わってしまうのではなく、図書館と
して講座の内容を今後どのように活かしていくのか
考えるきっかけになったと思います。

　ボランティア講座「パソコン録音」「ヴォイストレーニング」を実施され
たことは高く評価できます。今後も視覚障がい者への録音機器の情報を集
め、長期的にボランティアを養成される方向で取り組んでください。また、
サピエのサポートも得て障がい者サービスを充実させてください。

1
地域文
庫等へ
の支援

　地域文庫は、地域における子ども
たちの読書推進という重要な役割を
担っています。また、読書会は本を
通じてお互いが高め合い、深め合う
コミュニケーションの場としても、
大きな意義のある活動です。地域文
庫をはじめとする読書に関わる各種
団体に、資料や情報、施設等の提供
を通じて、その活動がいっそう活発
になるよう支援します。

　本事業は、団体利用者懇談会を通して団体利用者
のニーズを把握し、図書館として可能な支援を検討
する予定でいました。しかし、団体の性格や活動目
標がさまざまで、一定のニーズの収集・掘り起しは
できませんでした。
　地域文庫並びに小・中学校がさるびあ図書館で選
定した資料の配本希望があるため、移動図書館の運
行・管理との調整を行い配本を継続します。
　今後、団体登録制度をより団体の実態に合ったも
のに改変し、団体のニーズを直接的に支援するよう
検討を進めます。

　中期計画に「図書館と地域文庫が一体となって地域における子供たちの読
書推進という重要な役割を担っている」と定義されていますが、その役割を
果たすためには、資料のみならず、各種情報や施設の提供による支援が不可
欠ですが、十分な支援が行われたとは言えません。
情報提供については、地域文庫や読書会の所在や活動内容に関する情報が図
書館のホームページ、印刷物のどちらにも提供されていません。地域文庫や
読書会を利用したい人、ボランティアとして活動したい人、団体がそれぞれ
活発に活動するために、これらの人や団体をつなぐ図書館が市民にこれらの
情報を提供することを次期中期目標及び単年度事業計画に加えることを希望
します。
施設の提供については、地域文庫も図書館のおはなし会室でおはなし会を行
えるように次期中期目標、及び単年度事業計画に加えることを希望します。
　また、利用者懇談会、団体利用者懇談会、おはなしボランティア懇談会の
位置づけがあいまいなのでそれぞれの位置づけと開催目的を明確に示す必要
があります。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
Ⅴ 公共施設として果たすべき機能を有した図書館

1 図書館のPR

1

図書館
サービ
スの市
民への
ＰＲ

　図書館サービスをマス・メディア
等の媒体で広く宣伝し、利用者の拡
大に繋げます。

　「生涯学習ＮＡＶＩ」「広報まちだ」「図書館
ホームページ」「まちだの教育」等の媒体を通じ
て、図書館の講演会やおはなし会、子どもまつり等
の記事をこまめに掲載しました。記事を通じてＣＡ
ＴＶや新聞の取材依頼がありました。
　今後は図書館利用についてのＰＲを町田市の媒体
以外でも行っていく必要があります。

　図書館サービスの市民へのＰＲはまだ不十分です。市民の目に触れるよう
な媒体の活用、伝える内容の工夫など一層の努力が必要です。また利用頻度
の高い図書館ホームページの利便性向上や図書館サービスのＰＲ方法など、
先駆的事例を他公立図書館にも求めながら検討してください。

2

図書館
サービ
スの行
政内部
へのＰ
Ｒ

　市議会議員の調査活動や市職員の
業務等に、図書館の資料と機能を
いっそう活用してもらうよう、様々
な機会を通じて行政内部に向けて図
書館の有効性をＰＲします。

　図書館の資料と機能を、市職員や市議会議員の仕
事に活かしてもらうため、ＰＲを工夫してきまし
た。新規採用職員向けのガイダンスを実施したり、
市議会議員向けレファレンスサービス及び貸出を開
始したりして、一定の成果は出ていると思います。
しかし、まだまだ浸透しているとは言えず、いっそ
うのＰＲが必要と考えます。

行政や議会に対する図書館サービスの展開は評価できます。より利用され
るようにＰＲのみならず仕組みの検討も必要です。

2 快適で、居心地の良い施設環境

1

危機管
理・リ
スクマ
ネジメ
ント

　図書館利用で発生するトラブルに
対し、適切な対応ができるよう「危
機管理マニュアル」の活用を推進し
ます。常に職員一人一人が危機管理
の意識を高め、利用者の安全と、快
適な読書環境を確保するよう努めま
す。

　２００９年度に危機管理研修を始めてこれまでに
１４１名受講し、未受講者５０名(管理職・庶務係除
く２０１３年１０月１日現在在籍数）になりまし
た。図書館利用者の安全を考え取組んできました。
一人一人が正しい状況判断ができ、対応できる体制
が整いつつあります。

災害対応、危機管理の研修に取り組む点は評価されるものの各館毎の避難
誘導マニュアルの整備や、それに基づく研修が不十分です。全職員に周知す
るよう早急に取り組むことが必要です。

2

快適
で、居
心地の
良い施
設環境

　建物の経年変化に対応し、維持管
理に必要かつ適切な修繕を行いま
す。

　この５年間は、東日本大震災や台風等自然災害に
よる修繕が多かったこと、また中央図書館外壁修
繕・空調機修繕、さるびあ図書館耐震工事等、各館
経年劣化等による大規模修繕が目立ちました。今後
も自然災害はともかく、各館の経年劣化による修繕
は増え続けると予想されるので、一層の予算の確保
に取組みます。

　図書館サービスの維持のため計画的な施設の修繕と予算の確保につとめる
よう希望します。なお、「快適で居心地の良い施設環境」とは、建物の維持
管理・修繕のみで実現するものではありません。どの様な施設環境が利用者
の求める姿なのか、その観点からも検討することを望みます。
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◆町田市の図書館評価◆　評価項目一覧表（第1期）
大
項
目

中期的計画
小
項
目

評価
対象
事業

中
項
目

第１期図書館評価  総括
外部評価者（図書館協議会）の

コメント
3 市民にとって使いやすい施設

（２）図書館が身近にない地域を中
心に、図書館以外の既存公共施設を
活用した予約資料の受け渡しシステ
ムを構築します。

　２００９年に始まった市民センターでの予約資料
受渡事業は、順調に件数を伸ばし、特に南町田は駅
前という立地条件のため、予想以上の取り扱い件数
になりました。他の２箇所も順調な伸びを示してい
ます。今後、成瀬センターでの実施を皮切りに、既
存のコミュニティ施設の改修計画に合わせてサービ
ス拠点の拡大を検討する予定です。

　図書館以外の既存施設での予約資料受け渡しシステムは市民の利用者も多
く評価できます。ただし、受け渡しシステムが必要となる背景には、町田市
内の図書館整備が全域サービスを満たす状況にはないこともあります。また
受け渡しシステムでは予約と貸出以外の図書館サービスは提供できません。
現状では身近に図書館の設置を求める市民の要求に根本的に応えることを希
望します。

　２０１２年１０月に鶴川駅前図書館が新たに開館
したことに加え、「鶴川駅前図書館は中央図書館同
様、駅前の図書館である」という理由で夜間開館を
２０時までとしたため、のべ開館時間数はこの５年
間で大幅に増加しました。全館的な開館日および開
館時間の拡大については、鶴川駅前図書館開館に際
して検討した結果、現状どおりとすることになりま
した。
　なお、今後は、鶴川駅前図書館および（仮称)忠生
図書館にセルフ予約資料受取コーナーを設置し、予
約資料受取サービスの時間を拡大することで、開館
時間の拡大と同様のサービスを行うとともに、コ
ミュニティセンター等の改築に際し、セルフ予約資
料受取コーナーを設置してもらうよう関係部署に働
きかけていきます。

　開館時間についての検討が行われましたが、開館日についても費用対効果
を意識した、例えば休館日をずらすなどの検討を望みます。利用者のニーズ
を大切にするとともに、職員の過剰な負担にならない仕組み作りが求められ
ます。

　図書館利用の利便性向上ととも
に、費用対効果の観点から適正な開
館時間等の検討を行い、必要に応じ
た変更を検討します。

開館
日・開
館時間
等の改
善

1

　この５年で返却ポイントは増設され、利用も順調に伸び、市民から一定の
評価を受けているといえるでしょう。一方、市民からの要望の高い駅周辺の
返却ポイントについては開設が実現されていません。今後も実現に向けて模
索して下さい。

2

貸出・
返却場
所等の
条件

　２００９年・２０１２年のアンケート調査から、
①「貸出冊数の上限」については、満足度は高いも
のの上限数緩和の要望が一定数あること、②「図書
館以外の返却ポストの設置」については、特に「駅
に返却ポストを設置してほしい」という要望が多い
こと、が分かりましたが、どちらも実現には至りま
せんでした。
　なお、２０１０年１月から小山・忠生市民セン
ターで、同・９月からは南町田駅前連絡所で、返却
図書の受付を開始したことで、返却場所の拡大は一
定実現できました。今後、成瀬コミュニティセン
ターの増築に伴い、予約資料受け渡しサービスを行
うことを予定しており、それに合わせて返却資料受
付サービスも行うことで、ポイントの拡大を図って
いきます。

（１）貸出条件、返却ポイント等に
ついて検討します。
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2014 年 11 月 27 日 

町田市立図書館長 

 尾留川 朗 殿 

町田市立図書館協議会委員長 

    山口  洋 

 

町田市立図書館の図書館評価に関する報告 

 

 

1．はじめに 

 図書館協議会（以下「協議会」）は、2013 年度「町田市の図書館評

価」の外部評価機関として図書館評価を実施いたしました。2014 年 7

月 24 日第 15 期第 10 回協議会において、図書館長より 2014 年 7 月

24 日付文書「2013 年度図書館評価の外部評価について（依頼）」をも

って、外部評価実施の依頼を受けました。 

協議会は、評価の実施方法等について即日協議し、「図書館評価会

議」を設置するとともに、第三者の立場から評価を実施しました。こ

こに、その結果ならびに経過について報告いたします。 

 

2．外部評価の実施手順 

7 月 24 日第 10 回協議会において、外部評価会議の進め方について

以下のことを確認しました。 

（１）評価は、全委員で担当する。 

（２）評価は単年度目標に対する取組み結果についてのみ行う。 

（３）評価方法は、単年度は 3 段階評価と根拠となるコメント、五ヶ

年総括はコメントで提示する。 

 

 

（4）大項目ごとに評価担当グループを設け、グループ単位での評価

を行い、コメント案を作成する。 

（5）各グループの評価終了後、全体会議にて全項目の評価及びコメ

ントを検討し確認する。 

（6）報告書案を作成し全委員で確認の上、図書館長に報告する。 

 

3．外部評価結果について 

2014 年 7 月 24 日付提示のあった「町田市の図書館評価 2013 年度

の評価結果および第 1期図書館評価総括」に対する外部評価を実施し、

39 項目の評価及び判定を行いました。単年度評価については単年度

目標（2013 年度）及び取組み結果を合わせて検討を行い、外部評価

としての 3段階評価と根拠となる外部評価者コメントを付しました。

また第１期五ヶ年の評価（４２項目中４１項目）の総括に対しては、

外部評価者としての総括を提示しました。（「町田の図書館評価 2013

年度の評価結果」を参照） 

なお単年度評価においては、図書館の自己評価と外部評価とが異な

る項目が、９項目ありました。そのうち、２項目は自己評価に対して

外部評価がプラス評価になったものです。 

 

4．外部評価実施による提言 

①利用者アンケートについて 

利用者アンケートが 3年に 1度の割合で実施されておりますが、利

用者ニーズの把握のためには、より頻繁に行われるべきです。アンケ

ートの実施方法について工夫してください。 
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②資料収集について 

図書館サービスを支える資料の収集に関して、予算が連年削減され

ていることは少額であっても長期的には大きな痛手になります。資料

費の適切な確保を求めます。 

③収集方針について 

収集方針は図書館における資料収集の拠り所であり、成文化して公

開することで市民の理解と図書館サービスへの期待が得られます。町

田市立図書館の場合、中央図書館建設計画書に掲載され公開されてい

ますが、その後の地域館の状況変化を鑑み、全館にわたる収集方針や

除籍方針を再整備することを提案します。 

④図書館ホームページについて 

図書館ホームページによる情報発信は、今や図書館サービスを市民

に伝える上で必要不可欠です。情報へのアクセスのしやすさ、見やす

さの点で改善を求めます。 

⑤危機管理、リスクマネージメントについて 

研修のみならず、各館ごとの行動計画など実際の業務において検証

することが必要です。 

⑥おはなし会について 

図書館におけるおはなし会は、子どもたちの読書のきっかけ作りに

おいて大切です。図書館主催の企画の他に、市民による地域のおはな

しボランティアグループ、地域文庫等とも連携し、図書館のおはなし

会室を利用したおはなし会の柔軟な運営を模索してください。 

 

5．結び 

協議会は、館長の依頼により「2013 年度図書館評価」の外部評価

機関として評価を実施しました。過去 4回の評価活動を鑑みて、当初

10 月末までに報告書を図書館長に提出することを目標としましたが、

五カ年分の総括も同時に取りまとめるため、最終的には 11 月を目標

にグループ会議７回、全体会議２回を開催し、全委員が協力して検討

を進めてまいりました。外部評価者として図書館評価を検討すること

は、町田市立図書館の現状を知るとともに、協議会委員自身の図書館

活動に対する理解を深め、市民の求める図書館の姿を想起するために

も有益な活動でありました。今回の図書館評価と外部評価の結果を参

考にして、私たち協議会は今後とも図書館と協力しながら町田市立図

書館の発展に尽力していきたいと考えます。 

 

6．外部評価の実施スケジュール 

2014 年 7 月 24 日 第 15 期第 10 回図書館協議会  

図書館評価外部評価の依頼を受ける。 

2014 年 8 月 14 日 第 1グループ会議開催 

2014 年 8 月 18 日 第 2グループ会議開催 

2014 年 8 月 21 日 第 3グループ会議開催 

2014 年 8 月 25 日 第 2グループ会議開催 

2014 年 9 月 8 日  第 3 グループ会議開催 

2014 年 9 月 20 日 第 3グループ会議開催 

2014 年 9 月 25 日 第 1回図書館外部評価会議 

（全体会）外部評価とコメントを検討、修正 

2014 年 10 月 1 日 第 3 グループ会議開催 

2014 年 10 月 23 日 第 2 回図書館外部評価会議 

（全体会）修正コメント案確認と提言項目整理 
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